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【消費者って？】
�おかあさん、消費者って何？
�「商品を買う人・サービスを利用する人」という意味よ。
�そうしたら僕も消費者なの？
�そうよ。お菓子を買ったり、エンピツを買ったりするでしょ。
だから大人も子どももみんな消費者なのよ。そして、買い物
をするということは契約をするということなのよ。

�ふ～ん、そうなんだ…

【契約って？】
�契約って何？難しそうでよくわからないなぁ。
�契約は買います、売りますという約束のことなのよ。だから特
別に契約書を書かなくても、お互いが合意すれば契約になるの
よ。

�じゃあ、僕たちの生活って契約だらけなんだね。
�そうよ。だからそれだけ大切なことなのよ。
�じゃあ、困った時はどうするの？
�その時は消費者センターに相談するといいのよ。
【消費者センターって？】
�「消費者センター」って何をするところ？
�生活の中の契約トラブルや、商品やサービスの苦情や問い合わせの相談窓口よ。
�じゃあ、相談はどんな人が聞いてくれるの？
�専門の資格を持った相談員さんたちが相談にのってくれるのよ。
�じゃあ、安心だね。それで、「佐賀市消費者センター」ってどこにあるの？
� JR 佐賀駅の南にあるアイ・スクエアビルの４階よ。
�うん。よくわかったよ。困った時は相談するよ！
�そうね、きちんと公的なところに相談をすることが大切よ。

◎問い合わせ

佐賀市消費者センター
（佐賀市駅前中央 1丁目 8-32 アイ・スクエア 4階）

　� 40・7087
　相談日時：月～金曜日　9：00 ～ 16：00
※相談は予約制です。まずお電話をお願いします。
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　はじめて消費者のために制定された法律（消費者保護基本法、現在は消費者基本法に改正）が
昭和 43年 5月 30 日に施行されたことから、毎年 5月を「消費者月間」、5月 30 日を「消費者
の日」と定められています。
　佐賀市においてもこれを記念して、毎年講演会を開催しています。
　悪質巧妙化する悪質商法に対して、ご近所の人たちが協力し合い、
撃退することや、情報を共有して未然に被害を防ぐことが今必要と
されています。
　昔の人たちがご近所とうまく付き合いながら、お互いを見守って
いた、その良き時代を現代に活用することができないか、先人の知
恵に学びます。

　　　●日　時：5月 24 日（水）10：30 ～ 12：30
　　　●場　所：アイ・スクエアビル 5階　大会議室

・心当たりのない請求がきて困った。 
・無料だと思って利用したインター
ネットで高額請求を受けた。 

・借金の整理方法を教えて!! 
・前に契約していた新聞のことで困
っている。 

・訪問販売で必要のないものを売り
つけられた。 

・業者からしつこく勧誘をされて困る。 
・クーリングオフの方法を教えて!!

講師：福岡　博氏
（佐野常民記念館　館長）



�

�������	
��
������������������������ �

�������	
��
���������������������� !"

【消費者って？】
�おかあさん、消費者って何？
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�じゃあ、安心だね。それで、「佐賀市消費者センター」ってどこにあるの？
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�そうね、きちんと公的なところに相談をすることが大切よ。

◎問い合わせ

佐賀市消費者センター
（佐賀市駅前中央 1丁目 8-32 アイ・スクエア 4階）
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いた、その良き時代を現代に活用することができないか、先人の知
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　　　●日　時：5月 24 日（水）10：30 ～ 12：30
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・心当たりのない請求がきて困った。 
・無料だと思って利用したインター
ネットで高額請求を受けた。 

・借金の整理方法を教えて!! 
・前に契約していた新聞のことで困
っている。 

・訪問販売で必要のないものを売り
つけられた。 

・業者からしつこく勧誘をされて困る。 
・クーリングオフの方法を教えて!!
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■平成18年度税制改正について
　これまでの制度が、非常に複雑で納税者にとってわかりにくいものであったこと、税負担を急上昇させない
ために、同じ評価額でも税負担が異なるという状態が長期にわたって継続される制度であったことなどから、
平成18年度税制改正が行われました。その中で、宅地（商業地等の宅地と住宅用地）について説明します。

■商業地等の宅地の場合
原則
H18の課税標準額＝H18の評価額×70％
　ただし、前年度の課税標準額が、今年度の評価
額の70％を下回る場合は、以下のとおり負担の調
整を行います。

■住宅用地の場合
（居住の用に供する家屋がある敷地）
原則
H18の課税標準額＝H18の評価額×住宅用地特例率（1／6又は1／3）…（☆）
※小規模住宅用地（住宅1戸につき200�まで）
　�特例率1／6（都市計画税の場合は1／3）
※その他の住宅用地（小規模住宅用地を越えた
分）
　�特例率1／3（都市計画税の場合は2／3）
ただし、前年度の課税標準額が、（☆）の80％を
下回る場合は、以下のとおり負担の調整を行いま
す。

�前年度の課税標準額が、今年の評価額の60％～
70％の場合�前年度の課税標準額を据え置き
ます。（税負担据え置き）
�前年度の課税標準額が、今年度の評価額の60％
未満の場合�評価額の60％に達するまで、評価
額の5％相当額ずつ課税標準額を引き上げます。
※ただし、�により計算した課税標準額が、
・今年度の評価額の60％を上回る場合は、評価額
の60％となります。
・今年度の評価額の20％を下回る場合は、評価額
の20％となります。

�前年度の課税標準額が、（☆）の80％～100％の
場合
�前年度の課税標準額を据え置きます。（税負担
据え置き）
�前年度の課税標準額が、（☆）の20％～80％未
満の場合
�（☆）の80％に達するまで、（☆）の5％相当額
ずつ課税標準額を引き出します。
※ただし、�により計算した課税標準額が、
・（☆）の80％を上回る場合は、（☆）の80％とな
ります。

・（☆）の20％を下回る場合は、（☆）の20％とな
ります。

�

�

�
��

�
�
�
�
�
�
�
	
















��

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

　

平
成　

年　

月
1
日
、
新
「
佐
賀
市
」
が
誕
生
し
、
旧
佐
賀
市

17

10

と
諸
富
町
・
大
和
町
・
富
士
町
・
三
瀬
村
の
固
定
資
産
の
課
税
適

用
が
平
成　

年
度
か
ら
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

18

●
旧
佐
賀
市
と
諸
富
町
・
大
和
町
・
富
士
町
・
三
瀬
村
の
固
定
資
産
（
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
が
、
新
「
佐
賀
市
」
に
所
在
す
る
固
定
資
産
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
つ
に
ま
と
め
ら
れ
課
税
さ
れ
ま
し
た
。

●
諸
富
町
・
大
和
町
の
都
市
計
画
区
域
内
で
市
街
化
区
域
内
の
固
定
資
産

（
土
地
・
家
屋
）
に
対
し
、
都
市
計
画
税
が
新
た
に
課
税
さ
れ
ま
し
た
。

●
納
期
限
が
5
月
末
・
7
月
末
・
9
月
末
・　

月
末
に
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

11

●
旧
佐
賀
市
の
土
地
・
家
屋
の
納
税
通
知
書
と
償
却
資
産
の
納
税
通
知
書
が

ひ
と
つ
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
納
税
通
知
書
に
は
、
物
件
ご
と
の
課
税
明
細
書
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
（
見
方
）
に
つ
い
て
は
、
課
税
明
細
書
の
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
土
地
の
評
価
の
仕
組
み

　

固
定
資
産
税
の
土
地
の
評
価
方

法
は
、
総
務
大
臣
が
定
め
た
『
固

定
資
産
評
価
基
準
』
に
基
づ
き
、

地
目
別
に
定
め
ら
れ
た
評
価
方
法

に
よ
り
評
価
し
ま
す
。

●
地
目

　

地
目
は
、
宅
地
、
田
及
び
畑

（
農
地
）、
鉱
泉
地
、
池
沼
、
山
林
、

牧
場
、
原
野
及
び
雑
種
地
を
言
い

ま
す
。

　

登
記
簿
上
の
地
目
に
か
か
わ
り

な
く
、
そ
の
年
の
1
月
１
日
の
現

況
の
地
目
で
評
価
し
ま
す
。

●
地
積

　

原
則
と
し
て
、
登
記
簿
に
登
記

さ
れ
て
い
る
地
積
に
よ
り
ま
す
。

●
価
格
（
評
価
額
）

　

価
格
は
、『
固
定
資
産
評
価
基

準
』
に
基
づ
き
、
売
買
実
例
価
額

を
も
と
に
算
定
し
た
正
常
売
買
価

格
を
基
礎
と
し
て
求
め
ま
す
。

土　

地

■
評
価
方
法

●
宅
地

　

状
況
が
同
じ
地
区
を
区
分

　
　
　
　
　
　

�

　

そ
の
地
区
の
中
で
標
準
地
を
選
定
・
評
価

　
　
　
　
　
　

�

　
　
　

路
線
価
の
付
設

　
　
　
　
　
　

�

　
　
　

各
筆
ご
と
に
評
価

※
標
準
地
の
評
価
に
は
、
地
価
公

示
価
格
や
不
動
産
鑑
定
評
価
等
を

活
用
し
ま
す
。

※
平
成
６
年
度
か
ら
宅
地
の
評
価

は
、
地
価
公
示
価
格
等
の
７
割
を

目
途
に
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
農
地
・
山
林
・
原
野
・
雑
種
地
等

　

原
則
と
し
て
、
標
準
地
を
選
定

し
、
そ
の
価
格
に
比
準
し
て
評
価
、

も
し
く
は
、
付
近
の
土
地
の
評
価

額
に
基
づ
く
等
の
方
法
に
よ
り
評

価
し
ま
す
。

■
土
地
の
税
額
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
は
次
の
よ
う
に
し

て
求
め
ら
れ
ま
す
。

●
税
額
＝
課
税
標
準
額
×
税
率

（　

％
）（
※
都
市
計
画
税
の
税
率

1.4
は
、
佐
賀
市
で
は　

％
）

0.25

　

原
則
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳

に
登
録
さ
れ
た
価
格
（
評
価
額
）

が
課
税
標
準
額
で
す
が
、
土
地
に

つ
い
て
は
、
住
宅
用
地
の
よ
う
な

課
税
標
準
の
特
例
や
、
税
負
担
の

調
整
が
適
用
さ
れ
る
場
合
は
、
課

税
標
準
額
は
評
価
額
よ
り
も
低
く

算
定
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
課
税
標
準
額
の
算
定
に

つ
い
て
は
、
平
成　

年
度
の
税
制

18

改
正
で
、
そ
れ
ま
で
よ
り
も
簡
易

な
制
度
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
詳

し
く
は
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
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■平成18年度税制改正について
　これまでの制度が、非常に複雑で納税者にとってわかりにくいものであったこと、税負担を急上昇させない
ために、同じ評価額でも税負担が異なるという状態が長期にわたって継続される制度であったことなどから、
平成18年度税制改正が行われました。その中で、宅地（商業地等の宅地と住宅用地）について説明します。

■商業地等の宅地の場合
原則
H18の課税標準額＝H18の評価額×70％
　ただし、前年度の課税標準額が、今年度の評価
額の70％を下回る場合は、以下のとおり負担の調
整を行います。

■住宅用地の場合
（居住の用に供する家屋がある敷地）
原則
H18の課税標準額＝H18の評価額×住宅用地特例率（1／6又は1／3）…（☆）
※小規模住宅用地（住宅1戸につき200�まで）
　�特例率1／6（都市計画税の場合は1／3）
※その他の住宅用地（小規模住宅用地を越えた
分）
　�特例率1／3（都市計画税の場合は2／3）
ただし、前年度の課税標準額が、（☆）の80％を
下回る場合は、以下のとおり負担の調整を行いま
す。

�前年度の課税標準額が、今年の評価額の60％～
70％の場合�前年度の課税標準額を据え置き
ます。（税負担据え置き）
�前年度の課税標準額が、今年度の評価額の60％
未満の場合�評価額の60％に達するまで、評価
額の5％相当額ずつ課税標準額を引き上げます。

※ただし、�により計算した課税標準額が、
・今年度の評価額の60％を上回る場合は、評価額
の60％となります。
・今年度の評価額の20％を下回る場合は、評価額
の20％となります。

�前年度の課税標準額が、（☆）の80％～100％の
場合
�前年度の課税標準額を据え置きます。（税負担
据え置き）
�前年度の課税標準額が、（☆）の20％～80％未
満の場合
�（☆）の80％に達するまで、（☆）の5％相当額
ずつ課税標準額を引き出します。
※ただし、�により計算した課税標準額が、
・（☆）の80％を上回る場合は、（☆）の80％とな
ります。

・（☆）の20％を下回る場合は、（☆）の20％とな
ります。
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平
成　

年　

月
1
日
、
新
「
佐
賀
市
」
が
誕
生
し
、
旧
佐
賀
市

17

10

と
諸
富
町
・
大
和
町
・
富
士
町
・
三
瀬
村
の
固
定
資
産
の
課
税
適

用
が
平
成　

年
度
か
ら
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

18

●
旧
佐
賀
市
と
諸
富
町
・
大
和
町
・
富
士
町
・
三
瀬
村
の
固
定
資
産
（
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
が
、
新
「
佐
賀
市
」
に
所
在
す
る
固
定
資
産
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
つ
に
ま
と
め
ら
れ
課
税
さ
れ
ま
し
た
。

●
諸
富
町
・
大
和
町
の
都
市
計
画
区
域
内
で
市
街
化
区
域
内
の
固
定
資
産

（
土
地
・
家
屋
）
に
対
し
、
都
市
計
画
税
が
新
た
に
課
税
さ
れ
ま
し
た
。

●
納
期
限
が
5
月
末
・
7
月
末
・
9
月
末
・　

月
末
に
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

11

●
旧
佐
賀
市
の
土
地
・
家
屋
の
納
税
通
知
書
と
償
却
資
産
の
納
税
通
知
書
が

ひ
と
つ
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
納
税
通
知
書
に
は
、
物
件
ご
と
の
課
税
明
細
書
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
（
見
方
）
に
つ
い
て
は
、
課
税
明
細
書
の
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
土
地
の
評
価
の
仕
組
み

　

固
定
資
産
税
の
土
地
の
評
価
方

法
は
、
総
務
大
臣
が
定
め
た
『
固

定
資
産
評
価
基
準
』
に
基
づ
き
、

地
目
別
に
定
め
ら
れ
た
評
価
方
法

に
よ
り
評
価
し
ま
す
。

●
地
目

　

地
目
は
、
宅
地
、
田
及
び
畑

（
農
地
）、
鉱
泉
地
、
池
沼
、
山
林
、

牧
場
、
原
野
及
び
雑
種
地
を
言
い

ま
す
。

　

登
記
簿
上
の
地
目
に
か
か
わ
り

な
く
、
そ
の
年
の
1
月
１
日
の
現

況
の
地
目
で
評
価
し
ま
す
。

●
地
積

　

原
則
と
し
て
、
登
記
簿
に
登
記

さ
れ
て
い
る
地
積
に
よ
り
ま
す
。

●
価
格
（
評
価
額
）

　

価
格
は
、『
固
定
資
産
評
価
基

準
』
に
基
づ
き
、
売
買
実
例
価
額

を
も
と
に
算
定
し
た
正
常
売
買
価

格
を
基
礎
と
し
て
求
め
ま
す
。

土　

地

■
評
価
方
法

●
宅
地

　

状
況
が
同
じ
地
区
を
区
分

　
　
　
　
　
　

�

　

そ
の
地
区
の
中
で
標
準
地
を
選
定
・
評
価

　
　
　
　
　
　

�

　
　
　

路
線
価
の
付
設

　
　
　
　
　
　

�

　
　
　

各
筆
ご
と
に
評
価

※
標
準
地
の
評
価
に
は
、
地
価
公

示
価
格
や
不
動
産
鑑
定
評
価
等
を

活
用
し
ま
す
。

※
平
成
６
年
度
か
ら
宅
地
の
評
価

は
、
地
価
公
示
価
格
等
の
７
割
を

目
途
に
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
農
地
・
山
林
・
原
野
・
雑
種
地
等

　

原
則
と
し
て
、
標
準
地
を
選
定

し
、
そ
の
価
格
に
比
準
し
て
評
価
、

も
し
く
は
、
付
近
の
土
地
の
評
価

額
に
基
づ
く
等
の
方
法
に
よ
り
評

価
し
ま
す
。

■
土
地
の
税
額
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
は
次
の
よ
う
に
し

て
求
め
ら
れ
ま
す
。

●
税
額
＝
課
税
標
準
額
×
税
率

（　

％
）（
※
都
市
計
画
税
の
税
率

1.4
は
、
佐
賀
市
で
は　

％
）

0.25

　

原
則
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳

に
登
録
さ
れ
た
価
格
（
評
価
額
）

が
課
税
標
準
額
で
す
が
、
土
地
に

つ
い
て
は
、
住
宅
用
地
の
よ
う
な

課
税
標
準
の
特
例
や
、
税
負
担
の

調
整
が
適
用
さ
れ
る
場
合
は
、
課

税
標
準
額
は
評
価
額
よ
り
も
低
く

算
定
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
課
税
標
準
額
の
算
定
に

つ
い
て
は
、
平
成　

年
度
の
税
制

18

改
正
で
、
そ
れ
ま
で
よ
り
も
簡
易

な
制
度
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
詳

し
く
は
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。



�

　※価格の決定は、評価額と賦課期日における理論帳簿価額（月別償却）とを比較し、
　　いずれか高い額をもって行います。

●前年中に取得された償却資産

　価格（評価額）= 取得価額 × １－減価率／２

●前年前に取得された償却資産

　価格（評価額）= 前年度の価格 × １－減価率

減価率：耐用年数（総務省令）に掲げられている
耐用年数に応じて減価率が定められています。

ただし、評価額が取得価額の5％よりも小さい場
合は、取得価額の5％の額を価格とします。�

償却資産

■償却資産とは
　会社、商店、駐車場、アパート、農業及び漁業な
どを営んでいる企業や個人が、その事業のために用
いている構築物・機械・器具・備品などを言います。
これらの償却資産を所有している方は、毎年1月31日
までに市町村へ申告するように地方税法で定められ
ています。

■評価について
　固定資産評価基準に基づき、償却資産の取得価額
を基礎として、取得後の経過年数に応じた価値の減
少（減価）を考慮して評価します。

●
住
所
変
更
の
届
け
出

　

住
所
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

そ
の
旨
資
産
税
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●
納
税
義
務
者
が
死
亡
さ
れ
た
場

合
の
届
け
出

　

死
亡
さ
れ
た
年
内
に
法
務
局
に

お
い
て
相
続
登
記
を
さ
れ
な
い
場

合
に
は
、
相
続
人
全
員
が
納
税
義

務
者
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま

す
（
相
続
人
が
２
名
以
上
い
る
場

合
は
そ
の
中
か
ら
代
表
者
を
決
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
）。

　

佐
賀
市
に
死
亡
届
を
提
出
さ
れ

た
場
合
に
は
、「
納
税
義
務
者
代
表

者
届
出
書
」
の
用
紙
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
担
当
窓
口
ま
た
は
郵

送
で
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
以
外
の
方
は
下
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
家
屋
の
取
り
壊
し
な
ど
の
届
け
出

　

未
登
記
物
件
の
所
有
権
移
転
や
、

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
下
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

● 
納
税
通
知
書
統
合
に
関
し
て

　

土
地
・
家
屋
と
償
却
資
産
の
納

税
通
知
書
が
統
合
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
平
成　

年
度
償
却
資
産
申

18

告
書
提
出
時
の
義
務
者
番
号
と
今

○お
 
 
○知
 
 
○ら
 
 
○せ
 
　

回
お
送
り
す
る
納
税
通
知
書
番
号

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
・
家
屋
と
償
却
資

産
で
異
な
る
口
座
や
送
付
先
へ
の

対
応
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

●
償
却
資
産
申
告
書
の
提
出
に
つ

い
て

　

償
却
資
産
の
申
告
は
毎
年
1
月

　

日
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
に

31な
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
申
告
書

を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
至

急
ご
提
出
く
だ
さ
い
。（
前
年
と
比

較
し
て
、
資
産
の
増
減
が
な
い
場

合
も
申
告
が
必
要
で
す
）

　

ま
た
、
申
告
書
提
出
後
、
申
告

し
た
内
容
に
修
正
す
べ
き
こ
と
が

発
生
し
た
場
合
も
す
み
や
か
に
修

正
申
告
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

資
産
税
課

　
（
本
庁
1
階　

番
窓
口
）

33

　

土
地
に
関
す
る
こ
と
は

　
　
　
　
　

�
�　

・
7
0
7
0

40

　

家
屋
に
関
す
る
こ
と
は

　
　
　
　
　

�
�　

・
7
0
7
1

40

　

償
却
資
産
に
関
す
る
こ
と
は

　
　
　
　
　

�
�　

・
7
0
7
3

40

ま
た
は
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

�

　家屋に対する固定資産は、総務大臣が定める全国一律
の基準（固定資産評価基準）に基づいて価格（評価額）
を決定し、その価格が課税標準額となり、税額が計算さ
れます。

■新築家屋の価格（評価額）の算定

評価額 ＝ 再建築価格 × 経年減点補正率

再建築価格…評価の対象となった家屋と同一のものを
評価の時点において新築するものとした
場合に必要とされる建築費です。

経年減点補正率…家屋の建築後の年数の経過によって
通常生じる損耗による減価を基礎と
して定められたものです。

■新築家屋以外の家屋（在来分家屋）の価格（評価額）の算定
　評価額は、上記の新築家屋の評価と同様の算式により求めますが、再建築
価格は、建築物価の変動分を考慮します。なお、仮に評価額が前年度の価額
を超える場合は、決定価額は引き上げられることなく、前年度の価格に据え
置かれます。

在来分家屋の再建築価格 ＝ 前基準年度の再建築価格 × 建築物価の変動割合

■新築住宅軽減期間の満了について　　　　 ■評価替えに伴う価格の変動について
　

家　屋

　新築住宅に関する軽減措置により、一定期間の
固定資産税が1／2に軽減されていた次の住宅に
ついては、減額適用期間の終了により平成18年度
分から本来の税額で課税されることになります。

●平成14年1月2日から平成15年1月1日までに新
築された一般の住宅…新築後3年度分減額の終了
●平成12年1月2日から平成13年1月1日までに新
築された３階建て以上の中高層耐火、準耐火建築
物である住宅　…新築後5年度分減額の終了

●通常、家屋は古くなれば減価しますが、経過年数に
よる減価措置は、新築時の20％を残して終わります。
それ以後は、家屋が古くなっても固定資産税は原則下
がらないことになります。
●建築費の上昇による増加が経過年数による減価を上
回る場合は、評価替え前に適用されていた価格を上回
ることになりますが、その場合は前の評価額に据え置
いています。
　家屋の建築費は、平成5年頃からそれまで続いていた
上昇傾向が沈静化し、以後は建築資材価格等がわずか
ながら下落傾向を示しています。
　このようなことから、比較的建築年次の新しい家屋
については、評価替えにより若干価格が下落していま
す。
　一方、建築年次の古い家屋については、過去に建築
費の上昇が続く中、評価額が据え置かれていたことも
あって、近年の建築資材価格等の下落を加味した評価
額であっても、以前から据え置かれている価額を下回
るまでにはいたらず、評価額が下がらない場合があり
ます。



�

　※価格の決定は、評価額と賦課期日における理論帳簿価額（月別償却）とを比較し、
　　いずれか高い額をもって行います。

●前年中に取得された償却資産

　価格（評価額）= 取得価額 × １－減価率／２

●前年前に取得された償却資産

　価格（評価額）= 前年度の価格 × １－減価率

減価率：耐用年数（総務省令）に掲げられている
耐用年数に応じて減価率が定められています。

ただし、評価額が取得価額の5％よりも小さい場
合は、取得価額の5％の額を価格とします。�

償却資産

■償却資産とは
　会社、商店、駐車場、アパート、農業及び漁業な
どを営んでいる企業や個人が、その事業のために用
いている構築物・機械・器具・備品などを言います。
これらの償却資産を所有している方は、毎年1月31日
までに市町村へ申告するように地方税法で定められ
ています。

■評価について
　固定資産評価基準に基づき、償却資産の取得価額
を基礎として、取得後の経過年数に応じた価値の減
少（減価）を考慮して評価します。

●
住
所
変
更
の
届
け
出

　

住
所
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

そ
の
旨
資
産
税
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●
納
税
義
務
者
が
死
亡
さ
れ
た
場

合
の
届
け
出

　

死
亡
さ
れ
た
年
内
に
法
務
局
に

お
い
て
相
続
登
記
を
さ
れ
な
い
場

合
に
は
、
相
続
人
全
員
が
納
税
義

務
者
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま

す
（
相
続
人
が
２
名
以
上
い
る
場

合
は
そ
の
中
か
ら
代
表
者
を
決
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
）。

　

佐
賀
市
に
死
亡
届
を
提
出
さ
れ

た
場
合
に
は
、「
納
税
義
務
者
代
表

者
届
出
書
」
の
用
紙
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
担
当
窓
口
ま
た
は
郵

送
で
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
以
外
の
方
は
下
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
家
屋
の
取
り
壊
し
な
ど
の
届
け
出

　

未
登
記
物
件
の
所
有
権
移
転
や
、

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
下
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

● 
納
税
通
知
書
統
合
に
関
し
て

　

土
地
・
家
屋
と
償
却
資
産
の
納

税
通
知
書
が
統
合
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
平
成　

年
度
償
却
資
産
申
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告
書
提
出
時
の
義
務
者
番
号
と
今

○お
 
 
○知
 
 
○ら
 
 
○せ
 
　

回
お
送
り
す
る
納
税
通
知
書
番
号

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
・
家
屋
と
償
却
資

産
で
異
な
る
口
座
や
送
付
先
へ
の

対
応
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

●
償
却
資
産
申
告
書
の
提
出
に
つ

い
て

　

償
却
資
産
の
申
告
は
毎
年
1
月

　

日
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
に

31な
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
申
告
書

を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
至

急
ご
提
出
く
だ
さ
い
。（
前
年
と
比

較
し
て
、
資
産
の
増
減
が
な
い
場

合
も
申
告
が
必
要
で
す
）

　

ま
た
、
申
告
書
提
出
後
、
申
告

し
た
内
容
に
修
正
す
べ
き
こ
と
が

発
生
し
た
場
合
も
す
み
や
か
に
修

正
申
告
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

資
産
税
課

　
（
本
庁
1
階　

番
窓
口
）

33

　

土
地
に
関
す
る
こ
と
は

　
　
　
　
　

�
�　

・
7
0
7
0

40

　

家
屋
に
関
す
る
こ
と
は

　
　
　
　
　

�
�　

・
7
0
7
1

40

　

償
却
資
産
に
関
す
る
こ
と
は

　
　
　
　
　

�
�　

・
7
0
7
3

40

ま
た
は
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

�

　家屋に対する固定資産は、総務大臣が定める全国一律
の基準（固定資産評価基準）に基づいて価格（評価額）
を決定し、その価格が課税標準額となり、税額が計算さ
れます。

■新築家屋の価格（評価額）の算定

評価額 ＝ 再建築価格 × 経年減点補正率

再建築価格…評価の対象となった家屋と同一のものを
評価の時点において新築するものとした
場合に必要とされる建築費です。

経年減点補正率…家屋の建築後の年数の経過によって
通常生じる損耗による減価を基礎と
して定められたものです。

■新築家屋以外の家屋（在来分家屋）の価格（評価額）の算定
　評価額は、上記の新築家屋の評価と同様の算式により求めますが、再建築
価格は、建築物価の変動分を考慮します。なお、仮に評価額が前年度の価額
を超える場合は、決定価額は引き上げられることなく、前年度の価格に据え
置かれます。

在来分家屋の再建築価格 ＝ 前基準年度の再建築価格 × 建築物価の変動割合

■新築住宅軽減期間の満了について　　　　 ■評価替えに伴う価格の変動について
　

家　屋

　新築住宅に関する軽減措置により、一定期間の
固定資産税が1／2に軽減されていた次の住宅に
ついては、減額適用期間の終了により平成18年度
分から本来の税額で課税されることになります。

●平成14年1月2日から平成15年1月1日までに新
築された一般の住宅…新築後3年度分減額の終了
●平成12年1月2日から平成13年1月1日までに新
築された３階建て以上の中高層耐火、準耐火建築
物である住宅　…新築後5年度分減額の終了

●通常、家屋は古くなれば減価しますが、経過年数に
よる減価措置は、新築時の20％を残して終わります。
それ以後は、家屋が古くなっても固定資産税は原則下
がらないことになります。
●建築費の上昇による増加が経過年数による減価を上
回る場合は、評価替え前に適用されていた価格を上回
ることになりますが、その場合は前の評価額に据え置
いています。
　家屋の建築費は、平成5年頃からそれまで続いていた
上昇傾向が沈静化し、以後は建築資材価格等がわずか
ながら下落傾向を示しています。
　このようなことから、比較的建築年次の新しい家屋
については、評価替えにより若干価格が下落していま
す。
　一方、建築年次の古い家屋については、過去に建築
費の上昇が続く中、評価額が据え置かれていたことも
あって、近年の建築資材価格等の下落を加味した評価
額であっても、以前から据え置かれている価額を下回
るまでにはいたらず、評価額が下がらない場合があり
ます。
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兵
庫
北
地
区
（
兵
庫
北
土
地
区

画
整
理
事
業
地
内
）
で
は
、
都
市

計
画
法
に
基
づ
く
地
区
計
画
を
進

め
て
お
り
、
兵
庫
北
地
区
の
地
権

者
等
の
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を
も

と
に
地
区
計
画
の
都
市
計
画
案
を

作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
案
を
佐
賀

市
は
、
都
市
計
画
法
第　

条
第
1

１７

項
の
規
定
に
基
づ
き
地
区
計
画
の

都
市
計
画
案
の
縦
覧
（
地
区
計
画

の
内
容
を
お
示
し
す
る
こ
と
）
を

行
い
ま
す
。

　

こ
の
地
区
計
画
の
都
市
計
画
案

に
対
し
、
意
見
が
あ
る
方
は
下
記

の
期
限
ま
で
に
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
都
市
計
画
の
案
の
詳
し

い
内
容
は
、
佐
賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
本
庁
都
市
政
策
課
窓
口

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
地
区
計
画
と
は

　

家
を
建
て
る
場
合
、
法
令
と
し

て
定
め
ら
れ
て
い
る
約
束
事
が
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
こ
れ
ら
の
約
束
事
は
、

全
国
一
律
で
最
低
限
度
の
ル
ー
ル

で
あ
り
、
こ
れ
さ
え
守
っ
て
い
れ

ば
良
い
住
環
境
が
保
て
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
地
区
の
特
性
に
応
じ

て
き
め
細
や
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
制
度
と
し
て
地
区
計
画
が

あ
り
ま
す
。

　

地
区
計
画
は
、
地
区
の
特
性
に

あ
わ
せ
て　

種
類
の
メ
ニ
ュ
ー
の

１１

な
か
か
ら
必
要
な
項
目
を
選
択
し
、

建
築
に
関
す
る
制
限
な
ど
を
定
め

る
こ
と
が
で
き
る
都
市
計
画
法
に

基
づ
く
制
度
で
す
。

　

全
国
に
は
地
区
計
画
を
指
定
し

た
個
所
は
多
く
あ

り
ま
す
。
佐
賀
県

内
で
は
２
地
区

（
鳥
栖
市
、
基
山

町
）
で
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
佐

賀
市
で
指
定
し
て

い
る
地
区
は
あ
り

ま
せ
ん
。
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◆
兵
庫
北
地
区
の
地
区
計
画
の

　

考
え

　

兵
庫
北
地
区
は
、
土
地
区
画
整

理
事
業
に
よ
り
、
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
健
全

で
快
適
な
居
住
性
を
有
す
る
住
宅

地
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
商
業
地
の

両
立
を
図
る
た
め
に
、
ま
た
同
地

区
が
ゆ
と
り
が
あ
り
、
緑
豊
か
で

良
好
な
景
観
形
成
を
誘
導
す
る
こ

と
を
目
的
に
地
区
計
画
を
進
め
て

い
ま
す
。

◆
兵
庫
北
地
区
の
地
区
計
画
で
定

　

め
る
項
目

　

地
区
計
画
で
定
め
る
こ
と
が
で

き
る　

種
類
の
メ
ニ
ュ
ー
の
う
ち

１１

「
建
築
物
等
の
用
途
の
制
限
」「
建
築

物
の
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
」「
壁

面
の
位
置
の
制
限
」「
建
築
物
の
形

態
又
は
意
匠
の
制
限
」「
垣
又
は
さ

く
の
構
造
の
制
限
」の
５
種
類
の

項
目
を
兵
庫
北
地
区
の
地
区
計
画

で
定
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

◆
縦
覧
期
間
、
意
見
書
の
提
出

　

方
法
お
よ
び
提
出
期
限

【
縦
覧
期
間
】

　

５
月
１
日
�
か
ら
５
月　

日
�

１５

　

８
時　

分
か
ら　

時　

分
ま
で

３０

１７

１５

（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
及
び
祝

日
は
除
く
）

【
意
見
書
の
提
出
方
法
】

　

郵
送
・
持
参
お
よ
び
電
子
メ
ー
ル

【
意
見
書
の
提
出
期
限
】

　

５
月　

日
�　
　

時　

分
必
着

１５

１７

１５

◆
意
見
書
の
提
出
の
際
に
必
要
な

　

事
項

　

様
式
は
定
め
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

意
見
書
に
は
「
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
連
絡
先
」
を
必
ず
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
土
地
の
所
有
者
等
土
地

に
関
す
る
利
害
関
係
を
有
す
る
人

は
、
そ
の
旨
も
必
ず
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
兵
庫
北
地
区
の
地
区
計
画
の

　

都
市
計
画
案
の
縦
覧
場
所
及
び

　

意
見
書
の
提
出
先

　

〒
８
４
０
・
８
５
０
１

　

佐
賀
市
栄
町
１
番
１
号　

　

佐
賀
市
建
設
部　

都
市
政
策
課

　

都
市
計
画
係

　

�　

・
7
1
6
3

40

　

E
メ
ー
ル

　

toshi@
city.saga.lg.jp

　

佐
賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.saga.lg.jp/

位　置　図
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県
で
は
、
佐
賀
都
市
計
画
道
路

与
賀
町
鹿
子
線
ほ
か
２
路
線
の
都

市
計
画
の
変
更
原
案
に
関
す
る
説

明
会
お
よ
び
公
聴
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
に
つ
い
て
、
広
く
皆

様
に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、

多
く
の
ご
意
見
を
お
聴
き
し
て
都

市
計
画
の
案
を
策
定
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

■
対
象
路
線：

①
佐
賀
大
和
線

（
国
道
２
６
４
号
、
与
賀
町
交
差

点
北
側
）
②
与
賀
町
鹿
子
線
（
県

道
西
与
賀
佐
賀
線
、
同
交
差
点
南

側
）
③
北
堀
端
扇
町
線
（
国
道
２

０
７
号
、
同
交
差
点
東
西
側
）

■
変
更
区
間：

与
賀
町
交
差
点
部

（
佐
賀
市
川
原
町
、与
賀
町
地
内
）

■
説
明
会

・
第
1
回
目

　

と
き　

５
月
９
日
�　
　

時
〜

１９

　

と
こ
ろ　

平
和
会
館

　
　
　
　
　
（
護
国
神
社
内
）

・
第
2
回
目

　

と
き　

５
月　

日
�　
　

時
〜

１１

１９

　

と
こ
ろ　

与
賀
町
常
会
場

　
　
　
　
　
（
延
命
院
内
）

■
公
聴
会

　

と
き　

５
月　

日
�　
　

時
〜

２９

１９

　

と
こ
ろ　

佐
賀
県
庁
新
行
政
棟

　
　
　
　
　
　

階
大
会
議
室

11

変
更
原
案
は
縦
覧
で
き
ま
す

　

変
更
原
案
は
、
県
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
、
佐
賀
土
木
事
務
所
、
市

都
市
政
策
課
に
お
い
て
、
5
月
8

日
�
か
ら
5
月　

日
�
ま
で（
土
・

22

日
曜
日
を
除
く
）
の
午
前
8
時　
30

分
か
ら
午
後
5
時　

分
ま
で
、
縦

15

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

公
聴
会
で
の
公
述
の
申
し
出

　

変
更
原
案
に
対
す
る
意
見
の
申

し
出
を
希
望
す
る
方
は
、
所
定
の

様
式
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
、意
見
の
趣
旨
と
そ
の
理
由（
8

0
0
字
程
度
）
を
記
載
し
、
5
月

　

日
�
ま
で
に
県
ま
ち
づ
く
り
推

22進
課
（
〒
8
4
0
・
8
5
7
0　

佐
賀
市
城
内
1
丁
目
1
番　

号
）

59

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
り
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

同
趣
旨
の
意
見
や
公
述
申
し
出

が
多
数
の
場
合
は
、
人
数
と
時
間

を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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�
�
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な
お
、
公
聴
会
の
傍
聴
は
自
由

で
す
が
、
傍
聴
者
の
公
聴
会
会
場

で
の
発
言
は
で
き
ま
せ
ん
。

公
聴
会
の
中
止
に
つ
い
て

　

公
述
申
し
出
が
な
い
場
合
は
、

公
聴
会
を
中
止
し
ま
す
。
中
止
の

場
合
は
、
県
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、

佐
賀
土
木
事
務
所
、
市
役
所
道
路

課
に
お
い
て
5
月　

日
�
に
そ
の

23

旨
を
掲
示
し
、
県
お
よ
び
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

県
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
計
画
担
当

　

�　

・
7
1
5
9

25

　

佐
賀
土
木
事
務
所
街
路
公
園
課

　

�　

・
0
5
5
5

22

　

市
役
所
道
路
課　
　
　
　
　
　

　

�　

・
7
1
6
1

40

位置図
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■
募
集
人
員　

１
名

　

官
人
橋
か
ら
嘉
瀬
川
河
口
ま
で

で
５
キ
ロ
以
内
に
在
住
の
方

■
任
期　

７
月
１
日
〜
平
成　

年
19

　
　
　
　

６
月　

日
ま
で

30

■
募
集
期
間　

５
月
８
日
�

　
　
　
　
　
　
　

〜　

日
�

22

■
活
動
内
容

　
「
川
」に
関
し
て
日
常
気
付
い
た

こ
と
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見

を
報
告
し
て
い
た
だ
く
等
の
モ
ニ

タ
ー
活
動

■
謝
礼
金　

月
額
４
�
５
８
０
円

■
応
募
方
法

　

官
製
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
で
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
希
望

の
活
動
範
囲
、「
川
」
へ
の
感
想

（
様
式
自
由
）
を
記
入
の
上
、
左

記
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

国
土
交
通
省

　

武
雄
河
川
事
務
所　

管
理
課

　

〒
８
４
３
・
０
０
２
３

　

武
雄
市
武
雄
町
大
字
昭
和
７
４
５

　

�
０
９
５
４
・　

・
７
９
３
４

２３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
５
４
・　

・
５
４
２
５

２２

　

E
メ
ー
ル

takeo@
qsr.m

lit.go.jp
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平成17年度市長交際費執行状況

平成17年度市交際費執行状況
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平
成　

年
度
（
合
併
後　

月
以

１７

10

降
分
）
の
市
長
交
際
費
及
び
市
交

際
費
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

な
お
詳
し
い
内
容
は
、
佐
賀
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
毎
月
の
状
況
を

公
表
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、総
務
課
情
報
公
開
係（
本

庁
１
階
東
）
の
行
政
資
料
コ
ー

ナ
ー
で
も
執
行
状
況
を
フ
ァ
イ
ル

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	





　

市
長
自
ら
が
、
市
を
代
表
し
て

行
う
行
為
に
要
す
る
経
費
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	
	

　

市
が
、
市
と
し
て
行
う
行
為
に

要
す
る
経
費
並
び
に
助
役
、
収
入

役
、
部
長
及
び
課
長
な
ど
が
、
職

務
と
し
て
行
う
行
為
に
要
す
る
経

費
で
す
。

　

交
際
費
の
支
出
種
別
は
、
支
出

の
内
容
に
よ
っ
て
次
の
と
お
り
分

類
し
て
い
ま
す
。

◇
弔　

慰　

市
政
関
係
者
及
び
そ

の
親
族
（
配
偶
者
及
び
一
親
等
の

親
族
に
限
る
）
に
対
す
る
香
典
、

供
花
な
ど
に
係
る
支
出

◇
見
舞
い　

市
政
関
係
者
の
病
気
、

災
害
な
ど
に
際
し
て
の
見
舞
い
金

な
ど
に
係
る
支
出

◇
御　

祝　

記
念
行
事
、
式
典
な

ど
に
際
し
て
の
祝
金
な
ど
に
係
る

支
出

◇
賛　

助　

各
種
大
会
、
新
聞
な

ど
の
特
別
企
画
な
ど
で
公
益
性
の

あ
る
も
の
に
対
す
る
賛
助
金
な
ど

に
係
る
支
出

◇
激
励
金　

小
学
生
、
中
学
生
及

び
高
校
生
の
各
種
全
国
大
会
参
加

並
び
に
市
民
な
ど
の
国
際
大
会
、

海
外
青
年
協
力
隊
及
び
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
に
際

し
て
の
激
励
金
な
ど
に
係
る
支
出

◇
接　

遇　

来
客
、
市
政
関
係
者

と
の
懇
談
及
び
土
産
、
記
念
品
な

ど
に
係
る
支
出

◇
会　

費　

市
政
の
円
滑
な
運
営

に
資
す
る
会
議
、
会
合
、
研
修
会

な
ど
の
参
加
費
な
ど
に
係
る
支
出

◇
そ
の
他　

前
各
号
に
掲
げ
る
も

の
以
外
の
交
際
費
の
支
出

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

秘
書
課　

秘
書
係

　

�　

・
７
０
２
０
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（単位：件、円）

（単位：件、円）
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　佐賀市で雇用する日日雇用職員����������	
��
�を以下のとおり募集します。
�������	
���
�����������������������������

１　受験資格
　　昭和１５年６月２日以降の生まれの方を対象に、居住地を限定せず広く募集します。ただし、「事務」職種
については、佐賀市（旧佐賀市・旧諸富町・旧大和町・旧富士町・旧三瀬村を含む）で１１カ月雇用された
後、平成１８年６月１日時点で１年を経過しない方は受験できません。「保育士」、「保健師」については、佐
賀市で１１ヶ月雇用された後、平成１８年６月１日時点で６カ月を経過しない方は受験できません。
２　募集職種など

３　試験内容など

４　雇用までの流れ
①　「事務」の受験申込者全員に簡単なパソコン試験を実施します。
②　�������	
����
�������������������� !"��#します。
（��������	
��
����。また、ホームページに「日日雇用職員登録名簿」登載順位を掲
載。）

③　日日雇用職員が必要となった場合に、�������	
��します。�������	
��
�
�������	
��

※保育士及び保健師の申込者は、面接試験のみとなります。
５　名簿登載期間（予定）
��������	
���������	��
���

�������	
��
��������������	�������� !"�������	


�������	�


６　申し込み方法
�����に以下の内容を記入し、�������	
��
と一緒に人事課までお申し込みください。
（官製はがき表面）　試験日時などを通知しますので、返信先の「郵便番号」、「住所」、「氏名」を書いて
ください。
�������	
��
���������������������� �
!"#$�%&'(�)

�������	
��
������
�������������

７　受付期間
平成１８年５月２日�～５月１２日�【当日消印有効】（直接持参される場合は、土・日・祝日を除きます）

８　雇用条件など
①　雇用期間：原則として１期間を５ヵ月以内とし、３期間（最長１１ヵ月）まで雇用可能ですが、雇用し
た方全員が１１ヵ月勤務できるわけではありません。

②　勤務形態：原則として週５日間 ･１日８時間勤務（基本は月～金の８：３０～１７：１５ですが、土日勤務
の部署もあります。）
③　勤務場所：佐賀市の関係施設（市役所本庁、�����������	���
������
���
��������	
��
�
���など）
◎申し込み・問い合わせ　〒８４０－８５０１　佐賀市栄町１－１　佐賀市役所　人事課　�４０・７０３０
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■
い
よ
い
よ
操
業
開
始

　

佐
賀
県
と
佐
賀
市
が
協
働
で
誘

致
し
た
「
�
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン

佐
賀
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
が
、
５

月　

日
に
操
業
を
開
始
し
ま
す
。

25

　

�
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
の
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
国
内

５
カ
所
目
で
、
東
京
都
以
外
で
の

操
業
は
、
佐
賀
市
が
初
め
て
と
な

り
ま
す
。
主
な
業
務
と
し
て
、
全

国
の
顧
客
や
代
理
店
か
ら
の
保
険

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
の
対
応
な

ど
を
行
い
ま
す
。

■
大
き
な
波
及
効
果

　

ど
ん
３
の
森
に
、
３
月
に
完
成

し
た
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
等
情
報
関

連
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
「
ｉ
‐
Ｆ
ｏ
ｒ

ｅ
ｓ
ｔ（
ア
イ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
）」に

お
い
て
、
当
初
、
約
２
５
０
人
の

ス
タ
ッ
フ
で
ス
タ
ー
ト
し
、
最
終

的
に
は
、
約
７
０
０
人
規
模
ま
で

拡
大
す
る
予
定
で
す
。

　

多
く
の
雇
用
に
伴
い
、
地
域
経

済
へ
の
波
及
効
果
が
期
待
で
き
、

佐
賀
市
と
し
て
も
、
地
域
活
性
化

に
つ
な
が
る
も
の
と
大
い
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

商
工
振
興
課

　

企
業
誘
致
室

　

�　

・
７
１
０
７
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���������

■
市
民
の
た
め
の
環
境
公
開
講
座

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

記
念
事
業
と
し
て
�
損
害
保
険

ジ
ャ
パ
ン
、
�
損
保
ジ
ャ
パ
ン

環
境
財
団
、
�
日
本
環
境
教
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
市
民
の
た
め

の
環
境
公
開
講
座
」
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時

　

５
月　

日
�

２８

　
　

時　

分
〜　

時　

分

１３

３０

１６

３０

■
場
所　

ア
バ
ン
セ

（
天
神
三
丁
目
ど
ん
３
の
森
内
）

■
受
講
料　

無
料

■
定
員　

２
５
０
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
テ
ー
マ

　
「
山
と
海
と
温
暖
化
と
私
た

ち
の
生
活
」

■
内
容

・
基
調
講
演

　

講
師　

北
野
大　

氏

　
　
　
　
（
明
治
大
学
教
授
）

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

岡
島
成
行
日
本
環
境
教
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事
長
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
菜
の
花
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
全
国
展
開
さ
れ

て
い
る
藤
井
絢
子
氏
、
有
機
農

業
に
よ
る
古
代
米
な
ど
の
生
産

普
及
を
通
じ
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド

ア
ワ
ー
ド
審
査
員
特
別
賞
を
ア

ジ
ア
で
初
め
て
受
賞
さ
れ
た
武

富
勝
彦
氏
、「
は
ち
が
め
エ
コ
コ

ミ
ね
っ
と
」
代
表
世
話
人
の
染

谷
孝
佐
賀
大
学
助
教
授
、
１
９

８
９
年
か
ら
漁
民
に
よ
る
広
葉

樹
植
林
活
動
「
森
は
海
の
恋
人

運
動
」
を
展
開
さ
れ
て
い
る
畠

山
重
篤
氏
と
い
う
４
人
の
多
彩

な
パ
ネ
リ
ス
ト
が
議
論
を
か
わ

し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
務
局

　
（
さ
が
環
境
推
進
セ
ン
タ
ー
）

　

�
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

・
８
０
０
５

45

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�




�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�




�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�

講師：明治大学教授
　　   北野 大　氏



��

し
い
と
き
の
神
頼
み
と
「
ど
う
か
、

歯
の
痛
み
が
止
ま
り
ま
す
よ
う

に
」
と
恵
比
須
さ
ん
を
撫
で
て
、

助
け
を
求
め
る
人
も
多
か
っ
た
そ

う
で
す
。（

松
原
二
丁
目
２－

２
）

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

商
工
振
興
課

　

商
業
振
興
係

　

�　

・
７
１
０
０
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�
所
在
地 

ア
イ
・
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
５
階 

新
産
業
支
援
プ
ラ
ザ
（
佐
賀
市

駅
前
中
央
一
丁
目
８
番　

号
） 

23

�
空
室
状
況 

◎
Ａ
タ
イ
プ
…
一
区
画

　

・　

・
５
�
（
概
ね
１
人
用
） 

１０

　

・
９
�
５
０
０
円
/
月 

※
付
帯
設
備
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�

　

情
報
通
信
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
た
新
し
い
技
術
や
商
品
、

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
研
究
開
発
や
試

作
を
行
う
な
ど
、
独
創
的
な
ビ
ジ

ネ
ス
を
新
規
に
展
開
し
よ
う
と
い

う
意
欲
を
持
っ
た
個
人
ま
た
は
法

人
、
任
意
グ
ル
ー
プ
な
ど

※
単
に
、
製
品
生
産
等
生
産
活
動

の
場
、
展
示
･
販
売
等
営
業
活
動

の
場
お
よ
び
総
務
･
経
理
･
人
事

等
事
業
活
動
の
管
理
の
場
と
し
て

活
用
す
る
も
の
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

　

原
則
３
年
以
内
（
１
年
ご
と
に

更
新
。
更
新
の
際
に
は
事
業
成
果

の
報
告
が
必
要
で
す
）

　

佐
賀
市
で
は
、
佐
賀
駅
南
の
ア
イ
・
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
の
拠
点
と
な
る

「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
ル
ー
ム
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

○
第
一
次
選
考
会
（
書
類
審
査
） 

　

時
期
…
６
月
中
旬 

　

対
象
…
５
月
末
迄
に
申
込
書
類 

   　
　

を
提
出
し
た
入
居
希
望
者 

○
第
二
次
選
考
会
（
面
接
審
査
） 

　

時
期
…
７
月
上
旬

○
入
居
説
明
会 

　

時
期
…
７
月
下
旬 

○
入
居
開
始　

８
月
１
日
〜

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

　

申
込
書
類
を
持
参
ま
た
は
郵
送

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
要

項
と
申
込
書
類
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

※
募
集
要
項
は
本
庁
商
工
振
興
課

に
も
準
備
し
て
い
ま
す
。 

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

　

〒
８
４
０
・
８
５
０
１ 

　

佐
賀
市
栄
町
１
番
１
号 

　

佐
賀
市
役
所

　

商
工
振
興
課　

工
業
振
興
係 

　

�　

・
７
１
０
１ 
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有限会社エムテックジャパン 
所在地：佐賀市駅前中央一丁目７－８ 
２２・６９１４ 
E-mail：mtec-japan@bbplus.net 
①業務内容 
最新医療器具（内視鏡外科手術器具）
の研究開発、製造、販売 
②入居期間 
２００２年８月～２００６年３月 
③インキュベートルームについて 
低価格入居料、佐賀大学サテライト室
での相談など、会社立ち上げに有利で、
研究しやすい静かな環境だった。 
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�
�
�

１　

駅
か
ら
歩
い
て
４
分
の
好
立
地 

２　

同
フ
ロ
ア
に
佐
大
サ
テ
ラ
イ
ト
室
配
置 

３　

使
用
料
が
安
い﹇
�
あ
た
り
９
０
０
円
﹈ 

４　

Ｂ
フ
レ
ッ
ツ﹇
１
０
０
メ
ガ
ま
で
可
﹈に
よ
る
高
速
回

線
を
配
備
。し
か
も
、通
信
回
線
使
用
料
や
プ
ロ
バ
イ

ダ
料
は
佐
賀
市
が
負
担
。（
一
部
を
除
く
）

　

今
回
ご
紹
介
す
る
恵
比
須
さ
ん

は
、
松
原
川
沿
い
の
「
串
勝
」
を

北
に
行
っ
た
東
魚
町
橋
の
そ
ば
、

「
夕
づ
る
」
の
鬼
門
隅
に
鎮
座
し

て
い
ま
す
。
ガ
ス
抜
き
の
穴
が
あ

り
、
唐
津
石
の
安
山
岩
で
で
き
て

い
る
と
の
こ
と
。

　

鯛
を
脇
に
抱
え
ず
、
膝
の
上
に

乗
せ
て
い
る
珍
し
い
恵
比
須
像
で

す
。
背
び
れ
が
外
側
に
あ
り
、
腹

部
を
上
に
し
て
逆
さ
ま
に
抱
い
て

い
る
の
が
印
象
深
く
、
鯛
の
尻
尾

は
恵
比
須
さ
ん
の
顔
の
左
側
ま
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
現
在

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

口
元
の
く
ぼ
み
が
エ
ク
ボ
の
よ

う
で
、
ち
ょ
っ
と
前
か
が
み
の
姿

勢
で
今
に
も
話
し
か
け
て
き
そ
う

な
笑
顔
が
な
ん
と
も
言
え
ず
、
嬉

し
く
な
る
恵
比
須
さ
ん
で
す
。

　

付
近
の
方
に
よ
る
と
昔
は
、
斜

め
前
に
歯
医
者
さ
ん
が
あ
り
、
苦

佐賀の街中のいたるところに
鎮座している「恵比須さん」

皆さんはどのくらいご存じですか？

�������	
��
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＊お申し込み後、振替までの手続きに 
　1カ月ほどかかります。 

�������	
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���（［　］内は納期限日）
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◎国民健康保険税については、６月１日の市報でお知らせします
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『注意』
①相談に対して適切な助言をすることが目的で
すので、相手との交渉や手続きを代行したり、
相手を呼び出して仲介やあっせんをすること
はできません。
②相談は必ずご本人がお越しください。
③法律相談は予約制（先着９名まで）です。予約
の受付は相談日の翌日（この日が祝日で休日の
場合は相談日）から次回の相談日分を受け付け
ます。（予約は電話でも結構です。受付開始は8
時30分から）
④内容が複雑な相談は要領よく話をまとめ、関係
書類があればお持ちください。

�法律相談の相談予定弁護士名は受付日にお知らせし
ます。

�弁護士職務規程により相談に応じられない場合もあり
ます。
※法律相談は市民の方のみです。なお、相談者多数のため、
同一人の相談は年度３回までとさせていただきます。

◎問い合わせ
　本庁　市民生活課　市民相談コーナー　�４０・７０８５（直）
　諸富支所　市民サービス課　　　　　　�４７・２１３３（直）
　大和支所　市民サービス課　　　　　　�５１・２４１９（直）
　富士支所　市民サービス課　　　　　　�５８・２１１３（直）
　三瀬支所　市民サービス課　　　　　　�５６・２１１１（代）

相談時間は１３時３０分～１６時３０分（行政手続相談のみ１４時～１６時）
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暮
ら
し
に
関
す
る
こ
と
、
困
っ
た
こ
と
、
悩
み
ご

と
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
相
談
内
容
の
秘
密
と
あ
な
た
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

守
り
ま
す
。 
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■
応
募
資
格

　

佐
賀
中
部
広
域
連
合
の
区
域

（
佐
賀
市
、
多
久
市
、
小
城
市
、

神
埼
市
、
佐
賀
郡
、
神
埼
郡
）
内

に
住
所
を
有
す
る　

歳
以
上
の
方

４０

で
、
介
護
保
険
制
度
に
関
心
を
お

持
ち
の
方
。
な
お
、
平
日
の
日
中

に
会
議
に
出
席
で
き
る
方

■
募
集
人
員

　

①　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
方

４０

６４

　
　

若
干
名

　

②　

歳
以
上
の
方

６５

　
　

若
干
名

■
委
員
の
任
期

　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で
の
予

２１

３１

定
で
す
。

■
内
容

　

選
ば
れ
た
委
員
に
は
、
各
年
度

２
〜
４
回
程
度
の
協
議
会
に
出
席

い
た
だ
き
、
佐
賀
中
部
広
域
連
合

に
お
け
る
介
護
保
険
制
度
の
運
営

全
般
お
よ
び
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
全
般
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

氏
名
、住
所
、年
齢
、電
話
番
号
、職

業
を
明
記
の
上
、応
募
の
動
機（
８
０

０
字
以
内
。様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。）

を
下
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
郵
送
ま

た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。フ
ァ
ク
ス

で
の
送
付
で
も
結
構
で
す
。な
お
、応

募
の
動
機
等
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん

の
で
、御
了
承
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限

　

５
月　

日
�
必
着

３１

◎
問
い
合
わ
せ

　

〒
８
４
０
・
０
８
３
１

　

佐
賀
市
松
原
四
丁
目
２
番　

号
２８

　

佐
賀
中
部
広
域
連
合　

総
務
課

　

�　

・
1
1
3
1

40

　

F
A
X　

・
1
1
6
5

40
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こ
の
教
室
は
、
読
み
書
き
（
音

読
）・
簡
単
な
計
算
の
教
材
を
使
っ

て
継
続
的
に
学
習
す
る
と
、
脳
の

前
頭
前
野
が
活
性
化
さ
れ
高
齢
者

の
認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ
る
と

い
う
、
東
北
大
学
の
川
島
隆
太
教

授
の
研
究
成
果
を
基
に
行
い
ま
す
。

■
内
容　

読
み
書
き
・
簡
単
な
計

算
の
学
習
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
在
住
の　

歳
以

６５

上
の
方
で
週
１
回
学
習
教
室
へ
の

参
加
と
毎
日　

分
程
度
の
自
宅
学

１０

習
が
可
能
な
方

■
定
員　
　

名　

※
定
員
を
超
え

２０

た
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

■
学
習
期
間

　

７
月
１
日
�
〜　

月　

日
�

１２

３１

■
学
習
曜
日　

毎
週
水
曜
日

（
９
時　

分
〜　

時　

分
の
間
の

３０

１１

３０

　

分
程
度
）

３０■
会
場　

佐
賀
市
役
所
大
和
支
所

■
費
用　

月
額
２
�
０
０
０
円

（
教
材
費
込
み
）
×
6
カ
月
間

■
申
込
方
法　

官
製
ハ
ガ
キ
に

「
脳
い
き
い
き
健
康
塾
学
習
希
望
」

と
お
書
き
の
う
え
住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
を
記
入
し
、長
寿
推

進
係
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
締
め
切
り　

５
月　

日
�

３１

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
８
４
９
・
０
９
１
５
佐
賀
市

　

兵
庫
町
大
字
藤
木
１
０
０
６
番
地
１

　

ほ
ほ
え
み
館
内

　

長
寿
・
健
康
課　

長
寿
推
進
係

　

�　

・
７
２
５
３

４０

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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■
対
象
者　

お
お
む
ね　

歳
ま
で

６０

の
方
で
高
齢
者
の
心
身
の
健
康
増

進
に
理
解
の
あ
る
方

※ 
た
だ
し
、
事
前
研
修
会
（
６
月

　

日
�
）
と
学
習
者
説
明
会
（
６

１４月　

日
�
）
に
参
加
可
能
な
方

２１
■
活
動
日
時

　

７
月
１
日
�
〜　

月　

日
�

１２

３１

毎
週
水
曜
日
か
木
曜
日　

午
前
中

の
３
時
間
程
度

■
活
動
場
所

　

佐
賀
市
役
所　

大
和
支
所

■
活
動
内
容

　

学
習
者
へ
の
助
言
・
指
導

■
謝
礼

　

１
回
５
０
０
円
（
交
通
費
）

■
応
募
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接
、

長
寿
推
進
係
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
締
め
切
り　

５
月　

日
�

２４

■
サ
ポ
ー
タ
ー
説
明
会

　

５
月　

日
�　
　

時　

分
〜　

時

３１

１３

３０

１５

　

佐
賀
市
役
所　

大
和
支
所

　

第
４
会
議
室

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

長
寿
・
健
康
課

　

長
寿
推
進
係

　

�　

・
７
２
５
３

４０
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽

自
動
車
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険

税
の
納
税
に
つ
い
て
、
日
曜
・
夜

間
の
納
税
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

◆
日
曜
納
税
相
談
（
第
１
日
曜
）

■
日
時　

５
月
７
日
�

　
　
　
　

９
時
〜　

時
16

◆
夜
間
納
税
相
談
（
第
４
月
曜
）

■
日
時　

５
月　

日
�　

時
ま
で

２２

20

■
受
付
場
所

（
市　

税
）
本
庁
１
階　

番
窓
口

36

（
国
保
税
）
本
庁
１
階　

番
窓
口

10

◎
問
い
合
わ
せ　

　

本
庁　

納
税
課　

整
理
第
一
係

　

�　

・
７
０
７
６

４０

　

本
庁　

保
険
年
金
課

　

国
保
税
二
係

　

�　

・
７
２
７
３

４０

相
　
　
談 

��

募
　
　
集 
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■
業
務
内
容

　

公
民
館
職
員
の
勤
務
時
間
以
外

（
夜
間
・
休
日
な
ど
）
の
公
民
館

の
鍵
の
開
閉
、
火
災
予
防
、
盗
難

防
止
の
業
務
、
文
書
の
受
け
取
り

お
よ
び
館
内
の
清
掃
な
ど
。

■
管
理
委
託
料

　

月
額　

５
１
�
０
０
０
円

■
委
託
期
間

　

平
成　

年
６
月
１
日
〜

１８

　

平
成　

年
３
月　

日

１９

３１

　

以
後
、
1
年
ご
と
の
契
約
更
新

を
原
則
と
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　

履
歴
書
（
写
真
付
き
）
を
市
役

所
大
財
別
館
２
階
の
生
涯
学
習
課

ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

受
付
後
、
面
接
日
時
な
ど
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
応
募
締
め
切
り　

５
月　

日
�

１５

■
そ
の
他

　

年
齢
制
限
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん

が
、
住
み
込
み
が
で
き
る
こ
と
、

ま
た
、職
員
の
勤
務
時
間
以
外（
夜

間
・
休
日
な
ど
）
の
管
理
が
可
能

な
方
に
限
り
ま
す
。

　

光
熱
水
費
は
原
則
個
人
負
担
で

す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

生
涯
学
習
課　

庶
務
係

　

�　

・
7
3
6
5

40
�
�
�
�
�
�
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■
業
務
内
容

　

要
介
護
認
定
に
関
す
る
業
務

　
（
夜
間
業
務
あ
り
） 

■
採
用
人
員

　

１
人
（
面
接
を
行
い
ま
す
） 

■
資
格　

佐
賀
中
部
広
域
連
合
域

内
在
住
（
通
勤
可
能
）
で
、
保
健

師
、
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

（
介
護
支
援
専
門
員
）
の
い
ず
れ

か
の
資
格
を
有
す
る
方 

■
応
募
期
限　

５
月　

日
�

１５

■
月
額
報
酬　

１
８
３
�
２
０
０
円 

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
中
部
広
域
連
合

　

介
護
認
定
課
�　

・
１
１
３
２

４０

�
�
�
�
�
�
�
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統
計
法
に
基
づ
く
指
定
統
計
の

調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
事
業
所
・
企
業
統
計
調

査
の
年
で
す
。
多
く
の
方
の
登
録

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
本
庁
企
画
課
統
計
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
調
査
員
応
募
資
格

　
　

歳
く
ら
い
ま
で
で
、
明
る
く

65
元
気
に
対
応
が
で
き
る
方

■
調
査
員
の
仕
事

　

調
査
先
は
、
調
査
に
よ
り
事
業

所
や
個
人
世
帯
に
な
り
ま
す
。

　

�
調
査
員
事
務
打
ち
合
わ
せ
会

へ
の
出
席

　

�
調
査
担
当
区
域
の
確
認

　

�
調
査
票
の
配
布
と
回
収

　

�
調
査
票
の
整
理
と
内
容
点
検

　

�
調
査
票
の
提
出

■
調
査
員
の
身
分

　

調
査
員
は
、
都
道
府
県
知
事
が

任
命
す
る
期
間
は
特
別
職
の
地
方

公
務
員
で
す
。
調
査
中
の
事
故
は
、

公
務
災
害
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
報
酬

　

報
酬
に
つ
い
て
は
、
統
計
調
査

員
市
町
村
交
付
金
取
扱
要
綱
に
基

づ
き
調
査
ご
と
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

報
酬
金
額
は
、
調
査
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

■
秘
密
の
厳
守

　

統
計
調
査
員
に
は
、
統
計
法
に

基
づ
き
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。

調
査
に
関
し
て
知
り
得
た
事
柄
は
、

他
の
人
は
も
ち
ろ
ん
家
族
に
も
漏

ら
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
そ
の
他

　

登
録
の
際
に
印
鑑
（
認
印
可
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ

の
登
録
受
付
の
際
、
調
査
時
に
携

帯
す
る
調
査
員
証
に
付
け
る
顔
写

真
の
撮
影
を
行
い
ま
す
。

■
受
付
場
所

企
画
課　

統
計
係
（
本
庁
２
階
）

※
本
庁
西
側
階
段
か
西
側
エ
レ
ベ

ー
タ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

﹇
平
成　

年
度　

主
な
統
計
調
査
﹈

18

　

平
成　

年　

月
1
日

18

10

　

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

　

平
成　

年　

月　

日

18

12

31

　

工
業
統
計
調
査　

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

企
画
課　

統
計
係

　

�　

・
７
０
２
６

４０
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

　

佐
賀
中
部
広
域
連
合
で
は
、
介

護
保
険
運
営
協
議
会
お
よ
び
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

の
被
保
険
者
代
表
委
員
を
公
募
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
医
療
・
保
健

・
福
祉
の
専
門
家
と
被
保
険
者
代

表
で
構
成
し
、
介
護
保
険
に
つ
い

て
の
苦
情
、
相
談
へ
の
対
応
を
は

じ
め
、
介
護
保
険
の
運
営
全
般
に

つ
い
て
協
議
す
る
も
の
で
、
ひ
ろ

く
住
民
に
開
か
れ
た
介
護
保
険
運

営
を
目
指
す
も
の
で
す
。



��

��
�

�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�

�

�

��
�

�

■
応
募
資
格

　

佐
賀
中
部
広
域
連
合
の
区
域

（
佐
賀
市
、
多
久
市
、
小
城
市
、

神
埼
市
、
佐
賀
郡
、
神
埼
郡
）
内

に
住
所
を
有
す
る　

歳
以
上
の
方

４０

で
、
介
護
保
険
制
度
に
関
心
を
お

持
ち
の
方
。
な
お
、
平
日
の
日
中

に
会
議
に
出
席
で
き
る
方

■
募
集
人
員

　

①　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
方

４０

６４

　
　

若
干
名

　

②　

歳
以
上
の
方

６５

　
　

若
干
名

■
委
員
の
任
期

　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で
の
予

２１

３１

定
で
す
。

■
内
容

　

選
ば
れ
た
委
員
に
は
、
各
年
度

２
〜
４
回
程
度
の
協
議
会
に
出
席

い
た
だ
き
、
佐
賀
中
部
広
域
連
合

に
お
け
る
介
護
保
険
制
度
の
運
営

全
般
お
よ
び
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
全
般
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

氏
名
、住
所
、年
齢
、電
話
番
号
、職

業
を
明
記
の
上
、応
募
の
動
機（
８
０

０
字
以
内
。様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。）

を
下
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
郵
送
ま

た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。フ
ァ
ク
ス

で
の
送
付
で
も
結
構
で
す
。な
お
、応

募
の
動
機
等
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん

の
で
、御
了
承
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限

　

５
月　

日
�
必
着

３１

◎
問
い
合
わ
せ

　

〒
８
４
０
・
０
８
３
１

　

佐
賀
市
松
原
四
丁
目
２
番　

号
２８

　

佐
賀
中
部
広
域
連
合　

総
務
課

　

�　

・
1
1
3
1

40

　

F
A
X　

・
1
1
6
5

40

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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こ
の
教
室
は
、
読
み
書
き
（
音

読
）・
簡
単
な
計
算
の
教
材
を
使
っ

て
継
続
的
に
学
習
す
る
と
、
脳
の

前
頭
前
野
が
活
性
化
さ
れ
高
齢
者

の
認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ
る
と

い
う
、
東
北
大
学
の
川
島
隆
太
教

授
の
研
究
成
果
を
基
に
行
い
ま
す
。

■
内
容　

読
み
書
き
・
簡
単
な
計

算
の
学
習
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
在
住
の　

歳
以

６５

上
の
方
で
週
１
回
学
習
教
室
へ
の

参
加
と
毎
日　

分
程
度
の
自
宅
学

１０

習
が
可
能
な
方

■
定
員　
　

名　

※
定
員
を
超
え

２０

た
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

■
学
習
期
間

　

７
月
１
日
�
〜　

月　

日
�

１２

３１

■
学
習
曜
日　

毎
週
水
曜
日

（
９
時　

分
〜　

時　

分
の
間
の

３０

１１

３０

　

分
程
度
）

３０■
会
場　

佐
賀
市
役
所
大
和
支
所

■
費
用　

月
額
２
�
０
０
０
円

（
教
材
費
込
み
）
×
6
カ
月
間

■
申
込
方
法　

官
製
ハ
ガ
キ
に

「
脳
い
き
い
き
健
康
塾
学
習
希
望
」

と
お
書
き
の
う
え
住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
を
記
入
し
、長
寿
推

進
係
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
締
め
切
り　

５
月　

日
�

３１

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
８
４
９
・
０
９
１
５
佐
賀
市

　

兵
庫
町
大
字
藤
木
１
０
０
６
番
地
１

　

ほ
ほ
え
み
館
内

　

長
寿
・
健
康
課　

長
寿
推
進
係

　

�　

・
７
２
５
３

４０

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

■
対
象
者　

お
お
む
ね　

歳
ま
で

６０

の
方
で
高
齢
者
の
心
身
の
健
康
増

進
に
理
解
の
あ
る
方

※ 
た
だ
し
、
事
前
研
修
会
（
６
月

　

日
�
）
と
学
習
者
説
明
会
（
６

１４月　

日
�
）
に
参
加
可
能
な
方

２１
■
活
動
日
時

　

７
月
１
日
�
〜　

月　

日
�

１２

３１

毎
週
水
曜
日
か
木
曜
日　

午
前
中

の
３
時
間
程
度

■
活
動
場
所

　

佐
賀
市
役
所　

大
和
支
所

■
活
動
内
容

　

学
習
者
へ
の
助
言
・
指
導

■
謝
礼

　

１
回
５
０
０
円
（
交
通
費
）

■
応
募
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接
、

長
寿
推
進
係
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
締
め
切
り　

５
月　

日
�

２４

■
サ
ポ
ー
タ
ー
説
明
会

　

５
月　

日
�　
　

時　

分
〜　

時

３１

１３

３０

１５

　

佐
賀
市
役
所　

大
和
支
所

　

第
４
会
議
室

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

長
寿
・
健
康
課

　

長
寿
推
進
係

　

�　

・
７
２
５
３

４０
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽

自
動
車
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険

税
の
納
税
に
つ
い
て
、
日
曜
・
夜

間
の
納
税
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

◆
日
曜
納
税
相
談
（
第
１
日
曜
）

■
日
時　

５
月
７
日
�

　
　
　
　

９
時
〜　

時
16

◆
夜
間
納
税
相
談
（
第
４
月
曜
）

■
日
時　

５
月　

日
�　

時
ま
で

２２

20

■
受
付
場
所

（
市　

税
）
本
庁
１
階　

番
窓
口

36

（
国
保
税
）
本
庁
１
階　

番
窓
口

10

◎
問
い
合
わ
せ　

　

本
庁　

納
税
課　

整
理
第
一
係

　

�　

・
７
０
７
６

４０

　

本
庁　

保
険
年
金
課

　

国
保
税
二
係

　

�　

・
７
２
７
３

４０

相
　
　
談 

��

募
　
　
集 

��
�

�

��
�

�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�

�

�
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■
業
務
内
容

　

公
民
館
職
員
の
勤
務
時
間
以
外

（
夜
間
・
休
日
な
ど
）
の
公
民
館

の
鍵
の
開
閉
、
火
災
予
防
、
盗
難

防
止
の
業
務
、
文
書
の
受
け
取
り

お
よ
び
館
内
の
清
掃
な
ど
。

■
管
理
委
託
料

　

月
額　

５
１
�
０
０
０
円

■
委
託
期
間

　

平
成　

年
６
月
１
日
〜

１８

　

平
成　

年
３
月　

日

１９

３１

　

以
後
、
1
年
ご
と
の
契
約
更
新

を
原
則
と
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　

履
歴
書
（
写
真
付
き
）
を
市
役

所
大
財
別
館
２
階
の
生
涯
学
習
課

ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

受
付
後
、
面
接
日
時
な
ど
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
応
募
締
め
切
り　

５
月　

日
�

１５

■
そ
の
他

　

年
齢
制
限
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん

が
、
住
み
込
み
が
で
き
る
こ
と
、

ま
た
、職
員
の
勤
務
時
間
以
外（
夜

間
・
休
日
な
ど
）
の
管
理
が
可
能

な
方
に
限
り
ま
す
。

　

光
熱
水
費
は
原
則
個
人
負
担
で

す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

生
涯
学
習
課　

庶
務
係

　

�　

・
7
3
6
5

40
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�

■
業
務
内
容

　

要
介
護
認
定
に
関
す
る
業
務

　
（
夜
間
業
務
あ
り
） 

■
採
用
人
員

　

１
人
（
面
接
を
行
い
ま
す
） 

■
資
格　

佐
賀
中
部
広
域
連
合
域

内
在
住
（
通
勤
可
能
）
で
、
保
健

師
、
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

（
介
護
支
援
専
門
員
）
の
い
ず
れ

か
の
資
格
を
有
す
る
方 

■
応
募
期
限　

５
月　

日
�

１５

■
月
額
報
酬　

１
８
３
�
２
０
０
円 

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
中
部
広
域
連
合

　

介
護
認
定
課
�　

・
１
１
３
２

４０

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�

　

統
計
法
に
基
づ
く
指
定
統
計
の

調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
事
業
所
・
企
業
統
計
調

査
の
年
で
す
。
多
く
の
方
の
登
録

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
本
庁
企
画
課
統
計
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
調
査
員
応
募
資
格

　
　

歳
く
ら
い
ま
で
で
、
明
る
く

65
元
気
に
対
応
が
で
き
る
方

■
調
査
員
の
仕
事

　

調
査
先
は
、
調
査
に
よ
り
事
業

所
や
個
人
世
帯
に
な
り
ま
す
。

　

�
調
査
員
事
務
打
ち
合
わ
せ
会

へ
の
出
席

　

�
調
査
担
当
区
域
の
確
認

　

�
調
査
票
の
配
布
と
回
収

　

�
調
査
票
の
整
理
と
内
容
点
検

　

�
調
査
票
の
提
出

■
調
査
員
の
身
分

　

調
査
員
は
、
都
道
府
県
知
事
が

任
命
す
る
期
間
は
特
別
職
の
地
方

公
務
員
で
す
。
調
査
中
の
事
故
は
、

公
務
災
害
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
報
酬

　

報
酬
に
つ
い
て
は
、
統
計
調
査

員
市
町
村
交
付
金
取
扱
要
綱
に
基

づ
き
調
査
ご
と
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

報
酬
金
額
は
、
調
査
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

■
秘
密
の
厳
守

　

統
計
調
査
員
に
は
、
統
計
法
に

基
づ
き
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。

調
査
に
関
し
て
知
り
得
た
事
柄
は
、

他
の
人
は
も
ち
ろ
ん
家
族
に
も
漏

ら
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
そ
の
他

　

登
録
の
際
に
印
鑑
（
認
印
可
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ

の
登
録
受
付
の
際
、
調
査
時
に
携

帯
す
る
調
査
員
証
に
付
け
る
顔
写

真
の
撮
影
を
行
い
ま
す
。

■
受
付
場
所

企
画
課　

統
計
係
（
本
庁
２
階
）

※
本
庁
西
側
階
段
か
西
側
エ
レ
ベ

ー
タ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

﹇
平
成　

年
度　

主
な
統
計
調
査
﹈

18

　

平
成　

年　

月
1
日

18

10

　

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

　

平
成　

年　

月　

日

18

12

31

　

工
業
統
計
調
査　

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

企
画
課　

統
計
係

　

�　

・
７
０
２
６

４０
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

　

佐
賀
中
部
広
域
連
合
で
は
、
介

護
保
険
運
営
協
議
会
お
よ
び
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

の
被
保
険
者
代
表
委
員
を
公
募
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
医
療
・
保
健

・
福
祉
の
専
門
家
と
被
保
険
者
代

表
で
構
成
し
、
介
護
保
険
に
つ
い

て
の
苦
情
、
相
談
へ
の
対
応
を
は

じ
め
、
介
護
保
険
の
運
営
全
般
に

つ
い
て
協
議
す
る
も
の
で
、
ひ
ろ

く
住
民
に
開
か
れ
た
介
護
保
険
運

営
を
目
指
す
も
の
で
す
。
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佐
賀
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
ま
た
は
老
人
医
療
受
給
者
で
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
減
額

認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る

こ
と
に
よ
り
、
入
院
し
た
と
き
の

食
事
代
等
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
認
定
証
交
付

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
さ
れ
た
月
か
ら
の
認
定
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
入
院
さ
れ
て
な
い

方
で
も
早
め
の
申
請
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

■
持
っ
て
く
る
も
の

・
国
民
健
康
保
険
証
、
世
帯
主
の

認
め
印

・
老
人
医
療
受
給
者
の
場
合
は
老

人
医
療
受
給
者
証
、
認
め
印

※
郵
送
で
の
申
請
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

保
険
年
金
課　

給
付
係

　

�　

・
７
２
７
１

４０

　

本
庁　

保
険
年
金
課　

老
人
医
療
係

　

�　

・
７
２
７
４

４０

　

ま
た
は
各
支
所
保
健
福
祉
課

保
険
年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

�
��

�
��

�
�
	


�
�

��

　

原
因
が
不
明
で
治
療
法
も
確
立

し
て
い
な
い
難
病
の
患
者
お
よ
び

家
族
等
を
対
象
に
、
専
門
医
師
が

疾
病
や
療
養
に
つ
い
て
相
談
に
応

じ
、
不
安
の
軽
減
や
日
常
生
活
の

助
言
を
行
い
ま
す
。

�����������

�������������
�����

�������	
��
�����������

�������������
�����

�������	
��
�����������

�������������
������

�������	
��
��

�
�
�
�
�
�
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身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
自

動
車
を
運
転
す
る
た
め
に
必
要
と

な
る
操
行
装
置
・
駆
動
装
置
を
取

り
付
け
る
改
造
を
行
う
際
に
、
改

造
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
購
入
・
改
造
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

■
助
成
額

　
　

万
円（
限
度
額
）　

た
だ
し
所

１０
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
本
人
名
義
の
自
動
車
に
限
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

■
場
所

　

佐
賀
中
部
保
健
福
祉
事
務
所

　
（
佐
賀
市
八
丁
畷
町
１
�　

）
２０

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
中
部
保
健
福
祉
事
務
所

　

難
病
対
策
担
当

　

�　

・
１
６
７
３

３０

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

な
お
、
相
談
内
容
が
外
部
に
知
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

身
体
障
害
者
手
帳（
戦
傷
病
者

手
帳
、療
育
手
帳
、精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
）、運
転
免
許
証
、印

鑑
、納
税
通
知
書
、�
に
該
当
す
る

方
は
生
計
同
一
証
明
書
、�
に
該

当
す
る
方
は
常
時
介
護
証
明
書

　

な
お
、平
成　

年
度
に
合
併
前

17

市
町
村
で
減
免
の
承
認
を
受
け
て

い
る
方
は
、そ
の
内
容
に
変
更
が

な
い
間
は
、減
免
を
継
続
し
ま
す

の
で
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

都
合
に
よ
り
減
免
の
継
続
を
辞
退

す
る
方
は
、５
月　

日
�
ま
で
に

24

減
免
継
続
の
取
消
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。取
消
申
請
が
な
け
れ
ば
、

減
免
は
そ
の
ま
ま
継
続
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

市
民
税
課　

軽
自
動
車
税
担
当

　

�　

・
７
０
６
４

40

　

本
庁　

社
会
福
祉
課　

障
が
い
福
祉
室

　

�　

・
７
２
５
１

４０

　

ま
た
は
各
支
所
保
健
福
祉
課

�
�
�
�
�
�
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都
市
化
の
進
展
等
に
よ
り
、
地

域
社
会
の
つ
な
が
り
が
希
薄
と
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て

は
、
民
間
の
自
由
な
発
想
に
基
づ

く
新
た
な
事
業
が
徐
々
に
広
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
る
た
め
、特
に
非
営
利
法
人
が

行
う
宅
老
所
の
開
設
の
た
め
に
必

要
な
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
募
集
期
間
等

　

5
月
１
日
�
〜
6
月　

日
�

30

　

募
集
期
間
内
に
申
請
書
等
の
書

類
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

長
寿
・
健
康
課　

長
寿
推
進
係

　

�　

・
7
2
5
3

４０
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皆
さ
ん
が
現
在
困
っ
て
い
る
隣
接

建
物
に
対
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
建
物
の

疑
問
に
つ
い
て
、建
築
と
法
律
の
専

門
家
が
、相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。プ

ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。予
約

さ
れ
て
い
る
方
を
優
先
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

５
月　

日
�

１７

　
　
　
　
　

時　

分
〜　

時

１３

３０

１６

　
　
　
　

本
庁　

建
築
課　

４
階

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

建
築
課　

指
導
係

　

�　

・
7
1
7
0

40

　

E
メ
ー
ルkenchiku@

city.saga.lg.jp

�
�
�
�
�
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著
し
い
社
会
の
変
化
の
な
か
で
、

働
く
人
・
雇
う
人
そ
れ
ぞ
れ
に
い

ろ
い
ろ
な
悩
み
が
あ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。そ
ん
な
悩
み
に
、労
働
社

会
保
険
関
係
の
専
門
家
で
あ
る
社

会
保
険
労
務
士
が
お
答
え
し
ま
す
。

■
日
時　

毎
月
第
４
水
曜
日

　
　
　
　
　

時
〜　

時

１８

２１

■
場
所　

ア
イ
・
ス
ク
エ
ア
ビ
ル

　
　
　
　

５
階　

商
談
室

■
相
談
員　

社
会
保
険
労
務
士

　
（
佐
賀
県
社
会
保
険
労
務
士
会
）

＊
秘
密
は
必
ず
守
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

商
工
振
興
課

�������	�������	��

�������	
�����	

�������	
��
�������

��������	
����

改定前（平成 18年 3月分（4月支給）まで）

�������	�������	��

��������	
���
�	
�������	
��
�������

�������	
�����

改定後（平成 18年 4月分（8月支給）以降より）

詳
細
が
決
定
し
だ
い
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

　

金
融
・
労
政
係

　

�　

・
７
１
０
２

４０
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児
童
扶
養
手
当
の
金
額
は
、
物

価
（
全
国
消
費
者
物
価
指
数
）
が

基
準
年
度
を
超
え
た
り
下
回
っ
た

り
し
た
場
合
に
、
そ
の
上
昇
・
低

下
率
に
応
じ
て
手
当
額
を
改
定
す

る
制
度
（
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
）
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
改
定
は
、
平
成　

年
４

１８

月
以
降
（
支
給
日
は
８
月　

日
）

１１

の
手
当
が
対
象
と
な
り
ま
す
。（
約

　

％
の
減
額
。
具
体
的
な
金
額
は

0.3次
の
表
の
と
お
り
。
第
２
子
以
降

の
加
算
額
は
変
更
な
し
。）

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
本

庁
こ
ど
も
課
母
子
福
祉
係
ま
た
は

各
支
所
保
健
福
祉
課
児
童
扶
養
手

当
担
当
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
回
の
改
定
と
は
別
に
、

受
給
開
始
か
ら
５
年
も
し
く
は
受

給
資
格
を
有
し
て
か
ら
７
年
経
過

す
る
と
、
手
当
額
が
減
額
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
早
い
方

で
平
成　

年
４
月
（
平
成　

年
８

２０

２０

月　

日
支
給
分
）
か
ら
）

１１

　

減
額
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
現

在
国
に
お
い
て
検
討
中
で
あ
り
、

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�

　

次
に
あ
げ
る
�
〜
�
の
軽
自
動

車
な
ど
に
は
、軽
自
動
車
税
の
減

免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
、５
月　

日
24

�
ま
で
に
減
免
申
請
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

�
身
体
な
ど
に
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
が
所
有
し
、自
ら
が
使
用
す

る
軽
自
動
車
な
ど
。

�
身
体
な
ど
に
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
が
所
有
し（
障
が
い
を
お
持

ち
の
方
で
年
齢　

歳
未
満
や
精
神

18

に
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
は
、そ

の
方
と
生
計
を
一
に
す
る
方
が
所

有
す
る
場
合
を
含
み
ま
す
）、生
計

を
一
に
す
る
方
が
、障
が
い
を
お

持
ち
の
方
の
た
め
に
運
転
す
る
軽

自
動
車
な
ど
。

�
身
体
な
ど
に
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
が
所
有
し
、そ
の
方
を
常
時

介
護
す
る
方
が
運
転
す
る
軽
自
動

車
な
ど
。（
障
が
い
を
お
持
ち
の
方

の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
、も
し

く
は
単
身
で
生
活
す
る
方
に
限
り

ま
す
）

　

た
だ
し
、次
の
点
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
障
が
い
の
程
度
に
よ
っ
て
は
減

免
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
減
免
は
一
人
に
つ
き
一
台
に
限

ら
れ
ま
す
。

※
普
通
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け

て
い
る
方
や
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の

受
給
者
の
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

■
減
免
申
請
の
手
続
き
場
所

　

本
庁
軽
自
動
車
コ
ー
ナ
ー（　
35

番
窓
口
）ま
た
は
各
支
所
市
民
サ

ー
ビ
ス
課

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

こ
ど
も
課　

母
子
福
祉
係

　

�　

・
７
２
５
２

４０

　

ま
た
は
各
支
所
の
保
健
福
祉
課
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佐
賀
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
ま
た
は
老
人
医
療
受
給
者
で
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
減
額

認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る

こ
と
に
よ
り
、
入
院
し
た
と
き
の

食
事
代
等
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
認
定
証
交
付

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
さ
れ
た
月
か
ら
の
認
定
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
入
院
さ
れ
て
な
い

方
で
も
早
め
の
申
請
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

■
持
っ
て
く
る
も
の

・
国
民
健
康
保
険
証
、
世
帯
主
の

認
め
印

・
老
人
医
療
受
給
者
の
場
合
は
老

人
医
療
受
給
者
証
、
認
め
印

※
郵
送
で
の
申
請
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

保
険
年
金
課　

給
付
係

　

�　

・
７
２
７
１

４０

　

本
庁　

保
険
年
金
課　

老
人
医
療
係

　

�　

・
７
２
７
４

４０

　

ま
た
は
各
支
所
保
健
福
祉
課

保
険
年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

�
��

�
��

�
�
	


�
�

��

　

原
因
が
不
明
で
治
療
法
も
確
立

し
て
い
な
い
難
病
の
患
者
お
よ
び

家
族
等
を
対
象
に
、
専
門
医
師
が

疾
病
や
療
養
に
つ
い
て
相
談
に
応

じ
、
不
安
の
軽
減
や
日
常
生
活
の

助
言
を
行
い
ま
す
。

�����������

�������������
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身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
自

動
車
を
運
転
す
る
た
め
に
必
要
と

な
る
操
行
装
置
・
駆
動
装
置
を
取

り
付
け
る
改
造
を
行
う
際
に
、
改

造
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
購
入
・
改
造
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

■
助
成
額

　
　

万
円（
限
度
額
）　

た
だ
し
所

１０
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
本
人
名
義
の
自
動
車
に
限
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

■
場
所

　

佐
賀
中
部
保
健
福
祉
事
務
所

　
（
佐
賀
市
八
丁
畷
町
１
�　

）
２０

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
中
部
保
健
福
祉
事
務
所

　

難
病
対
策
担
当

　

�　

・
１
６
７
３

３０

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

な
お
、
相
談
内
容
が
外
部
に
知
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

身
体
障
害
者
手
帳（
戦
傷
病
者

手
帳
、療
育
手
帳
、精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
）、運
転
免
許
証
、印

鑑
、納
税
通
知
書
、�
に
該
当
す
る

方
は
生
計
同
一
証
明
書
、�
に
該

当
す
る
方
は
常
時
介
護
証
明
書

　

な
お
、平
成　

年
度
に
合
併
前

17

市
町
村
で
減
免
の
承
認
を
受
け
て

い
る
方
は
、そ
の
内
容
に
変
更
が

な
い
間
は
、減
免
を
継
続
し
ま
す

の
で
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

都
合
に
よ
り
減
免
の
継
続
を
辞
退

す
る
方
は
、５
月　

日
�
ま
で
に

24

減
免
継
続
の
取
消
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。取
消
申
請
が
な
け
れ
ば
、

減
免
は
そ
の
ま
ま
継
続
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

市
民
税
課　

軽
自
動
車
税
担
当

　

�　

・
７
０
６
４

40

　

本
庁　

社
会
福
祉
課　

障
が
い
福
祉
室

　

�　

・
７
２
５
１

４０

　

ま
た
は
各
支
所
保
健
福
祉
課

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

都
市
化
の
進
展
等
に
よ
り
、
地

域
社
会
の
つ
な
が
り
が
希
薄
と
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て

は
、
民
間
の
自
由
な
発
想
に
基
づ

く
新
た
な
事
業
が
徐
々
に
広
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
る
た
め
、特
に
非
営
利
法
人
が

行
う
宅
老
所
の
開
設
の
た
め
に
必

要
な
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
募
集
期
間
等

　

5
月
１
日
�
〜
6
月　

日
�

30

　

募
集
期
間
内
に
申
請
書
等
の
書

類
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

長
寿
・
健
康
課　

長
寿
推
進
係

　

�　

・
7
2
5
3

４０

��

��
�

�

��
�

�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

皆
さ
ん
が
現
在
困
っ
て
い
る
隣
接

建
物
に
対
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
建
物
の

疑
問
に
つ
い
て
、建
築
と
法
律
の
専

門
家
が
、相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。プ

ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。予
約

さ
れ
て
い
る
方
を
優
先
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

５
月　

日
�

１７

　
　
　
　
　

時　

分
〜　

時

１３

３０

１６

　
　
　
　

本
庁　

建
築
課　

４
階

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

建
築
課　

指
導
係

　

�　

・
7
1
7
0

40

　

E
メ
ー
ルkenchiku@

city.saga.lg.jp

�
�
�
�
�
�
�
	



　

著
し
い
社
会
の
変
化
の
な
か
で
、

働
く
人
・
雇
う
人
そ
れ
ぞ
れ
に
い

ろ
い
ろ
な
悩
み
が
あ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。そ
ん
な
悩
み
に
、労
働
社

会
保
険
関
係
の
専
門
家
で
あ
る
社

会
保
険
労
務
士
が
お
答
え
し
ま
す
。

■
日
時　

毎
月
第
４
水
曜
日

　
　
　
　
　

時
〜　

時

１８

２１

■
場
所　

ア
イ
・
ス
ク
エ
ア
ビ
ル

　
　
　
　

５
階　

商
談
室

■
相
談
員　

社
会
保
険
労
務
士

　
（
佐
賀
県
社
会
保
険
労
務
士
会
）

＊
秘
密
は
必
ず
守
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

商
工
振
興
課

�������	�������	��

�������	
�����	

�������	
��
�������

��������	
����

改定前（平成 18年 3月分（4月支給）まで）

�������	�������	��

��������	
���
�	
�������	
��
�������

�������	
�����

改定後（平成 18年 4月分（8月支給）以降より）

詳
細
が
決
定
し
だ
い
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

　

金
融
・
労
政
係

　

�　

・
７
１
０
２

４０

�
��

�
�
�
�
�
�
�
	


�

��

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



　

児
童
扶
養
手
当
の
金
額
は
、
物

価
（
全
国
消
費
者
物
価
指
数
）
が

基
準
年
度
を
超
え
た
り
下
回
っ
た

り
し
た
場
合
に
、
そ
の
上
昇
・
低

下
率
に
応
じ
て
手
当
額
を
改
定
す

る
制
度
（
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
）
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
改
定
は
、
平
成　

年
４

１８

月
以
降
（
支
給
日
は
８
月　

日
）

１１

の
手
当
が
対
象
と
な
り
ま
す
。（
約

　

％
の
減
額
。
具
体
的
な
金
額
は

0.3次
の
表
の
と
お
り
。
第
２
子
以
降

の
加
算
額
は
変
更
な
し
。）

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
本

庁
こ
ど
も
課
母
子
福
祉
係
ま
た
は

各
支
所
保
健
福
祉
課
児
童
扶
養
手

当
担
当
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
回
の
改
定
と
は
別
に
、

受
給
開
始
か
ら
５
年
も
し
く
は
受

給
資
格
を
有
し
て
か
ら
７
年
経
過

す
る
と
、
手
当
額
が
減
額
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
早
い
方

で
平
成　

年
４
月
（
平
成　

年
８

２０

２０

月　

日
支
給
分
）
か
ら
）

１１

　

減
額
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
現

在
国
に
お
い
て
検
討
中
で
あ
り
、

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�

　

次
に
あ
げ
る
�
〜
�
の
軽
自
動

車
な
ど
に
は
、軽
自
動
車
税
の
減

免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
、５
月　

日
24

�
ま
で
に
減
免
申
請
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

�
身
体
な
ど
に
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
が
所
有
し
、自
ら
が
使
用
す

る
軽
自
動
車
な
ど
。

�
身
体
な
ど
に
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
が
所
有
し（
障
が
い
を
お
持

ち
の
方
で
年
齢　

歳
未
満
や
精
神

18

に
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
は
、そ

の
方
と
生
計
を
一
に
す
る
方
が
所

有
す
る
場
合
を
含
み
ま
す
）、生
計

を
一
に
す
る
方
が
、障
が
い
を
お

持
ち
の
方
の
た
め
に
運
転
す
る
軽

自
動
車
な
ど
。

�
身
体
な
ど
に
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
が
所
有
し
、そ
の
方
を
常
時

介
護
す
る
方
が
運
転
す
る
軽
自
動

車
な
ど
。（
障
が
い
を
お
持
ち
の
方

の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
、も
し

く
は
単
身
で
生
活
す
る
方
に
限
り

ま
す
）

　

た
だ
し
、次
の
点
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
障
が
い
の
程
度
に
よ
っ
て
は
減

免
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
減
免
は
一
人
に
つ
き
一
台
に
限

ら
れ
ま
す
。

※
普
通
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け

て
い
る
方
や
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の

受
給
者
の
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

■
減
免
申
請
の
手
続
き
場
所

　

本
庁
軽
自
動
車
コ
ー
ナ
ー（　
35

番
窓
口
）ま
た
は
各
支
所
市
民
サ

ー
ビ
ス
課

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

こ
ど
も
課　

母
子
福
祉
係

　

�　

・
７
２
５
２

４０

　

ま
た
は
各
支
所
の
保
健
福
祉
課



��

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�

　

現
在
、
離
職
し
て
い
る
方
々
の

た
め
に
、
こ
れ
か
ら
就
こ
う
と
し

て
い
る
職
業
に
必
要
な
技
術
、
技

能
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

■
募
集
内
容
（　

年
７
月
期
）

１８

・
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

　
（
一
部
）　

名　
（
二
部
）　

名

１５

１５

・
金
属
加
工
科

　
（
一
部
）　

名
１５

・
電
気
設
備
科　
　
　
　
　
　
　

　
（
一
部
）　

名
１５

・
住
宅
サ
ー
ビ
ス
科

　
（
一
部
）　

名
１５

・
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科

　
（
一
部
）　

名
１５

■
申
込
期
限　

６
月
６
日
�

■
入
所
日　

７
月
４
日
�

■
訓
練
期
間　

６
カ
月

■
訓
練
時
間

（
一
部
）
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１５

４０

（
二
部
）　

時　
　

〜　

時　

分

１３

１８

３５

■
申
込
先　

公
共
職
業
安
定
所

■
応
募
資
格　

雇
用
保
険
受
給
資

格
者
等
の
離
職
者
等
で
再
就
職
の

た
め
に
技
術
習
得
を
必
要
と
さ
れ

る
方
。
職
業
安
定
所
ま
た
は
当
セ

ン
タ
ー
で
相
談
の
上
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

＊
毎
月
職
業
訓
練
説
明
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

独
立
行
政
法
人　

雇
用
・
能
力

　

開
発
機
構
佐
賀
セ
ン
タ
ー

（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀
）

　

�　

・
９
５
１
６

２６

■
宿
泊
利
用
に
つ
い
て

・
７
月
１
日
〜
９
月　

日
の
間
、利

３０

用
可
能
で
す
。（
た
だ
し
、８
月　
１３

日
〜　

日
は
休
場
日
）

１５

　

時（
入
所
）〜
翌
日　

時（
退
所
）

１１

１１

■
宿
泊
を
伴
わ
な
い
利
用
に
つ
い
て

・
年
間
を
通
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

（
た
だ
し
、宿
泊
利
用
期
間
を
除
く

毎
週
火
曜
日
と
、８
月　

日
〜　

13

15

日
、年
末
年
始
は
休
場
日
）

　

時（
入
所
）〜　

時（
退
所
）

１０

16

■
利
用
で
き
る
方

原
則
と
し
て
小
学
４
年
生
以
上
で
、

大
人
が
引
率
し
て
い
る
団
体
で
す
。

（
家
族
で
の
利
用
も
可
）

■
主
な
施
設
・
設
備

・
炊
飯
棟
・
調
理
棟
・
研
修
棟
・
ト
イ
レ

・
シ
ャ
ワ
ー
室

・
調
理
用
具（
飯
ご
う
、鍋
、包
丁
、ま

な
板
な
ど
）

・
食
器
類（
皿
、碗
、箸
な
ど
）

・
小
人
４
人
用
テ
ン
ト　

張
設
営
可
。

３０

■
利
用
料　

無
料

■
申
込
方
法

①
キ
ャ
ン
プ
場
の
予
約
状
況
を
生

涯
学
習
課
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い

②
ご
利
用
の
１
週
間
前
ま
で
に
、

生
涯
学
習
課
窓
口（
市
役
所
大
財

別
館
２
階
）で
、備
え
付
け
の「
利

用
申
請
書
」に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

「
利
用
許
可
書
」を
発
行
し
ま
す
。

※
印
鑑
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

・
キ
ャ
ン
プ
場
内
は�
保
安
林
�に

な
っ
て
い
ま
す
。許
可（
指
定
）さ

れ
た
場
所
以
外
で
の
火
気
の
取
り

扱
い
は
で
き
ま
せ
ん

・
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

■
交
通
案
内

市
営
バ
ス

弘
学
館
前
バ
ス
停
よ
り
徒
歩
約　

分
２０

正
現
社
前
バ
ス
停
よ
り
徒
歩
約　

分
４０

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・
生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

　

�　

・
７
３
６
６

４０

・
佐
賀
市
立
金
立
教
育
キ
ャ
ン
プ
場

佐
賀
市
金
立
町
金
立
３
４
１
２
�
３

　

�　

・
３
５
１
４

９８

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

（
講
習
）
９
時　

分
〜

３０

■
場
所　

メ
ー
ト
プ
ラ
ザ
佐
賀

■
対
象　

有
効
期
限
が
１
年
以
内

に
切
れ
る
免
許
証
及
び
失
効
し
て

い
る
免
許
証

■
当
日
持
参

　

①
海
技
免
状
②
住
民
票
③
料
金

■
受
講
料

　

更
新
講
習　
　

９
�
０
０
０
円

　

失
効
講
習　

１
５
�
０
０
０
円

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

入
枝
海
事
事
務
所（
鹿
児
島
市
）

　

�
０
９
９
・
２
８
１
・
７
７
５
３

鹿の角のアクセサリー

�
�
�
�
�
�
�
	



　

佐
賀
市
教
育
委
員
会
で
は
、現
在

発
掘
調
査
を
進
め
て
い
る
東
名
遺
跡

の
現
地
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

東
名
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
早
期

（
今
か
ら
７
０
０
０
年
程
前
）
の

貝
塚
群
が
発
見
さ
れ
た
国
内
で
も

大
変
め
ず
ら
し
い
遺
跡
で
す
。

　

遺
跡
か
ら
は
国
内
最
古
の
木
製

の
容
器
や
編
物
の
ほ
か
、動
物
の
骨

や
貝
か
ら
作
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー

な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、縄
文
時
代

の
生
活
の
様
子
を
彷
彿
さ
せ
ま
す
。

　

当
日
は
、
発
掘
中
の
貝
塚
を
見

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
主
な
出

土
遺
物
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月　

日
�

１４

　
　
　
　
　

時
〜　

時

１０

１６

（
雨
天
の
場
合
は
５
月　

日
�
の

２１

同
時
刻
に
順
延
し
ま
す
）

■
場
所　

佐
賀
市
金
立
町
大
字
千
布

　
　
（
巨
勢
川
調
整
池
工
事
地
内
）

■
申
し
込
み　

不
要（
参
加
無
料
）

■
そ
の
他　

発
掘
現
場
は
足
元
が

悪
い
場
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、
汚

れ
て
も
よ
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

文
化
財
課　

文
化
財
係

　

�　

・
７
３
６
８

４０

　

http://w
w
w
.city.saga.lg.jp/
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�
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平
成　

年
度
国
民
健
康
保
険
税

18

は
平
成　

年
4
月
か
ら
平
成　

年

18

１9

３
月
ま
で
の
１
年
分
を
、
今
年
の

６
月
か
ら
来
年
の
３
月
ま
で
の　
１０

回
に
分
け
て
納
付
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
納
税
通
知
書
は
、
６
月
中

旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

　

主
な
納
付
方
法
と
し
て
は
、
口

座
振
替
ま
た
は
金
融
機
関
に
て
納

付
書
で
納
付
す
る
方
法
が
あ
り
ま

す
が
、
口
座
振
替
に
さ
れ
る
と
、

納
期
限
ご
と
に
自
動
的
に
保
険
税

が
振
り
替
え
ら
れ
、
納
め
忘
れ
が

な
く
便
利
で
す
。
５
月
中
に
申
し

込
み
を
さ
れ
ま
す
と
、
６
月
の
保

険
税
の
納
付
よ
り
口
座
振
替
を
開

始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の
》

① 
預
（
貯
）
金
通
帳　

②
通
帳
お

届
印　

③
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証

《
手
続
き
窓
口
》

右
の
①
か
ら
③
を
ご
持
参
の
う
え
、

市
内
銀
行
・
農
協
・
郵
便
局
な
ど

の
金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
本
庁

・
支
所
の
国
民
健
康
保
険
の
窓
口

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

保
険
年
金
課

　

国
保
税
一
係

　

�　

・
７
２
７
２

４０

　

ま
た
は
各
支
所
の
保
健
福
祉
課

保
険
年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
	


�
�

　
「
よ
ー
い
ど
ん
」小
学
校
の
運
動

場
で
お
と
も
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に

走
り
、
学
校
の
雰
囲
気
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

　

春
の
体
育
大
会
で
来
年
の
新
１

年
生
が
参
加
で
き
る
幼
年
徒
歩
を

実
施
し
ま
す
。

　

左
記
の
学
校
で
実
施
し
ま
す
の

で
、
お
住
ま
い
の
校
区
の
体
育
大

会
へ
ぜ
ひ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

■
神
野
小　

�　

・
４
２
５
５

３０

　
【
開
催
日
】
５
月　

日
�

２１

　
【
雨
天
時
】
５
月　

日
�

２３

■
西
与
賀
小　

�　

・
６
３
０
０

２３

　
【
開
催
日
】
５
月　

日
�

２８

　
【
雨
天
時
】
５
月　

日
�

３０

■
兵
庫
小　

�　

・
５
７
９
１

２３

　
【
開
催
日
】
５
月　

日
�

２１

　
【
雨
天
時
】
５
月　

日
�

２２

■
金
立
小　

�　

・
１
１
６
１

９８

　
【
開
催
日
】
５
月　

日
�

２８

　
【
雨
天
時
】
５
月　

日
�

３０

■
若
楠
小　

�　

・
５
０
５
１

３１

　
【
開
催
日
】
５
月　

日
�

２１

　
【
雨
天
時
】
５
月　

日
�

２２

■
諸
富
南
小　

�　

・
２
８
２
４

４７

　
【
開
催
日
】
５
月　

日
�

２１

　
【
雨
天
時
】
５
月　

日
�

２３

■
富
士
南
小　

�　

・
０
０
１
３

６３

　
【
開
催
日
】
５
月　

日
�

２１

　
【
雨
天
時
】
５
月　

日
�

２３

■
富
士
小　

�　

・
２
３
２
１

５８

　
【
開
催
日
】
５
月　

日
�

２１

　
【
雨
天
時
】
５
月　

日
�

２３

■
三
瀬
小　

�　

・
２
０
０
４

５６

　
【
開
催
日
】
５
月　

日
�

２１

　
【
雨
天
時
】
５
月　

日
�

２２

※
対
象
の
ご
家
庭
に
ご
案
内
を
し

な
い
学
校
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
に
つ
い
て
は
、
各
小
学
校
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

　

中
小
企
業
大
学
校
で
は
、
中
小

企
業
の
経
営
者
や
経
営
幹
部
の
方

々
、
さ
ら
に
中
堅
・
若
手
リ
ー
ダ

ー
の
経
営
管
理
ス
キ
ル
向
上
の
た

め
、
中
小
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

直
方
校
で
は
、
研
修
効
果
が
最

大
限
に
上
が
る
よ
う
に
少
人
数
の

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
演
習
を
多
用
し
、

具
体
的
で
実
践
的
な
内
容
で
質
の

高
い
研
修
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

審
議
会 

等
の
開
催 

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

■
開
催
日
時

　

５
月　

日
�　

９
時　

分

１６

３０

■
開
催
場
所

　

本
庁
３
階　

第
２
会
議
室

■
傍
聴
者
の
定
員　

５
名

■
傍
聴
手
続
き

　

５
月　

日
�　

時
ま
で
に
、
農

１５

１７

業
委
員
会
事
務
局
で
申
し
込
み
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

農
業
委
員
会
事
務
局　

農
地
係

　

�　

・
７
３
４
１

４０
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

■
開
催
日
時

　

５
月　

日
�　

９
時　

分

１７

３０

■
開
催
場
所

　

本
庁
３
階　

第
２
会
議
室

■
傍
聴
者
の
定
員　

５
名

■
傍
聴
手
続
き

　

５
月　

日
�　

時
ま
で
に
、
農

１６

１７

業
委
員
会
事
務
局
で
申
し
込
み
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

農
業
委
員
会
事
務
局　

振
興
係

　

�　

・
７
３
４
２

４０

ま
た
、
受
講
者
が
互
い
に
交
流
す

る
機
会
を
設
け
て
あ
り
、
企
業
経

営
に
役
立
つ
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
６
年
度
は
、

▽
自
動
車
産
業
と
の
取
引
を
目
指

す
中
小
製
造
業
の
た
め
の
コ
ー
ス

を
新
設

▽
技
術
・
モ
ノ
作
り
経
営
の
高
度

化
、
戦
略
展
開
を
図
る
た
め
の
コ

ー
ス
を
新
設

▽
若
手
社
員
・
中
堅
社
員
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
、
退
職
者
等
の
活
用
を

具
体
化
さ
せ
る
コ
ー
ス
の
増
大

な
ど
、
地
域
の
中
小
企
業
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
研
修
テ
ー
マ
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
企
業
経
営
に
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

中
小
企
業
大
学
校
直
方
校

　

研
修
担
当

　

〒
8
2
2
・
0
0
0
5

　

福
岡
県
直
方
市
永
満
寺
１
４
６
３
�
２

　

�
0
9
4
9
・　

・
1
1
4
4

28

　

F
A
X
0
9
4
9
・　

・
4
3
8
5

28

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

U
R
L：
http://w

w
w
.sm
rj.go.jp/

inst/nogata/
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■
日
時　

５
月　

日
�

２８

（
受
付
）
９
時
〜
９
時　

分
２０

��
�

�

��
�

�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�

�

�



��

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�

　

現
在
、
離
職
し
て
い
る
方
々
の

た
め
に
、
こ
れ
か
ら
就
こ
う
と
し

て
い
る
職
業
に
必
要
な
技
術
、
技

能
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

■
募
集
内
容
（　

年
７
月
期
）

１８

・
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

　
（
一
部
）　

名　
（
二
部
）　

名

１５

１５

・
金
属
加
工
科

　
（
一
部
）　

名
１５

・
電
気
設
備
科　
　
　
　
　
　
　

　
（
一
部
）　

名
１５

・
住
宅
サ
ー
ビ
ス
科

　
（
一
部
）　

名
１５

・
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科

　
（
一
部
）　

名
１５

■
申
込
期
限　

６
月
６
日
�

■
入
所
日　

７
月
４
日
�

■
訓
練
期
間　

６
カ
月

■
訓
練
時
間

（
一
部
）
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１５

４０

（
二
部
）　

時　
　

〜　

時　

分

１３

１８

３５

■
申
込
先　

公
共
職
業
安
定
所

■
応
募
資
格　

雇
用
保
険
受
給
資

格
者
等
の
離
職
者
等
で
再
就
職
の

た
め
に
技
術
習
得
を
必
要
と
さ
れ

る
方
。
職
業
安
定
所
ま
た
は
当
セ

ン
タ
ー
で
相
談
の
上
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

＊
毎
月
職
業
訓
練
説
明
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

独
立
行
政
法
人　

雇
用
・
能
力

　

開
発
機
構
佐
賀
セ
ン
タ
ー

（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀
）

　

�　

・
９
５
１
６

２６

■
宿
泊
利
用
に
つ
い
て

・
７
月
１
日
〜
９
月　

日
の
間
、利

３０

用
可
能
で
す
。（
た
だ
し
、８
月　
１３

日
〜　

日
は
休
場
日
）

１５

　

時（
入
所
）〜
翌
日　

時（
退
所
）

１１

１１

■
宿
泊
を
伴
わ
な
い
利
用
に
つ
い
て

・
年
間
を
通
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

（
た
だ
し
、宿
泊
利
用
期
間
を
除
く

毎
週
火
曜
日
と
、８
月　

日
〜　

13

15

日
、年
末
年
始
は
休
場
日
）

　

時（
入
所
）〜　

時（
退
所
）

１０

16

■
利
用
で
き
る
方

原
則
と
し
て
小
学
４
年
生
以
上
で
、

大
人
が
引
率
し
て
い
る
団
体
で
す
。

（
家
族
で
の
利
用
も
可
）

■
主
な
施
設
・
設
備

・
炊
飯
棟
・
調
理
棟
・
研
修
棟
・
ト
イ
レ

・
シ
ャ
ワ
ー
室

・
調
理
用
具（
飯
ご
う
、鍋
、包
丁
、ま

な
板
な
ど
）

・
食
器
類（
皿
、碗
、箸
な
ど
）

・
小
人
４
人
用
テ
ン
ト　

張
設
営
可
。

３０

■
利
用
料　

無
料

■
申
込
方
法

①
キ
ャ
ン
プ
場
の
予
約
状
況
を
生

涯
学
習
課
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い

②
ご
利
用
の
１
週
間
前
ま
で
に
、

生
涯
学
習
課
窓
口（
市
役
所
大
財

別
館
２
階
）で
、備
え
付
け
の「
利

用
申
請
書
」に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

「
利
用
許
可
書
」を
発
行
し
ま
す
。

※
印
鑑
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

・
キ
ャ
ン
プ
場
内
は�
保
安
林
�に

な
っ
て
い
ま
す
。許
可（
指
定
）さ

れ
た
場
所
以
外
で
の
火
気
の
取
り

扱
い
は
で
き
ま
せ
ん

・
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

■
交
通
案
内

市
営
バ
ス

弘
学
館
前
バ
ス
停
よ
り
徒
歩
約　

分
２０

正
現
社
前
バ
ス
停
よ
り
徒
歩
約　

分
４０

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・
生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

　

�　

・
７
３
６
６

４０

・
佐
賀
市
立
金
立
教
育
キ
ャ
ン
プ
場

佐
賀
市
金
立
町
金
立
３
４
１
２
�
３

　

�　

・
３
５
１
４

９８

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

（
講
習
）
９
時　

分
〜

３０

■
場
所　

メ
ー
ト
プ
ラ
ザ
佐
賀

■
対
象　

有
効
期
限
が
１
年
以
内

に
切
れ
る
免
許
証
及
び
失
効
し
て

い
る
免
許
証

■
当
日
持
参

　

①
海
技
免
状
②
住
民
票
③
料
金

■
受
講
料

　

更
新
講
習　
　

９
�
０
０
０
円

　

失
効
講
習　

１
５
�
０
０
０
円

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

入
枝
海
事
事
務
所（
鹿
児
島
市
）

　

�
０
９
９
・
２
８
１
・
７
７
５
３

鹿の角のアクセサリー

�
�
�
�
�
�
�
	



　

佐
賀
市
教
育
委
員
会
で
は
、現
在

発
掘
調
査
を
進
め
て
い
る
東
名
遺
跡

の
現
地
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

東
名
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
早
期

（
今
か
ら
７
０
０
０
年
程
前
）
の

貝
塚
群
が
発
見
さ
れ
た
国
内
で
も

大
変
め
ず
ら
し
い
遺
跡
で
す
。

　

遺
跡
か
ら
は
国
内
最
古
の
木
製

の
容
器
や
編
物
の
ほ
か
、動
物
の
骨

や
貝
か
ら
作
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー

な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、縄
文
時
代

の
生
活
の
様
子
を
彷
彿
さ
せ
ま
す
。

　

当
日
は
、
発
掘
中
の
貝
塚
を
見

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
主
な
出

土
遺
物
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月　

日
�

１４

　
　
　
　
　

時
〜　

時

１０

１６

（
雨
天
の
場
合
は
５
月　

日
�
の

２１

同
時
刻
に
順
延
し
ま
す
）

■
場
所　

佐
賀
市
金
立
町
大
字
千
布

　
　
（
巨
勢
川
調
整
池
工
事
地
内
）

■
申
し
込
み　

不
要（
参
加
無
料
）

■
そ
の
他　

発
掘
現
場
は
足
元
が

悪
い
場
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、
汚

れ
て
も
よ
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

文
化
財
課　

文
化
財
係

　

�　

・
７
３
６
８

４０

　

http://w
w
w
.city.saga.lg.jp/
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平
成　

年
度
国
民
健
康
保
険
税

18

は
平
成　

年
4
月
か
ら
平
成　

年

18

１9

３
月
ま
で
の
１
年
分
を
、
今
年
の

６
月
か
ら
来
年
の
３
月
ま
で
の　
１０

回
に
分
け
て
納
付
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
納
税
通
知
書
は
、
６
月
中

旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

　

主
な
納
付
方
法
と
し
て
は
、
口

座
振
替
ま
た
は
金
融
機
関
に
て
納

付
書
で
納
付
す
る
方
法
が
あ
り
ま

す
が
、
口
座
振
替
に
さ
れ
る
と
、

納
期
限
ご
と
に
自
動
的
に
保
険
税

が
振
り
替
え
ら
れ
、
納
め
忘
れ
が

な
く
便
利
で
す
。
５
月
中
に
申
し

込
み
を
さ
れ
ま
す
と
、
６
月
の
保

険
税
の
納
付
よ
り
口
座
振
替
を
開

始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の
》

① 
預
（
貯
）
金
通
帳　

②
通
帳
お

届
印　

③
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証

《
手
続
き
窓
口
》

右
の
①
か
ら
③
を
ご
持
参
の
う
え
、

市
内
銀
行
・
農
協
・
郵
便
局
な
ど

の
金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
本
庁

・
支
所
の
国
民
健
康
保
険
の
窓
口

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

保
険
年
金
課

　

国
保
税
一
係

　

�　

・
７
２
７
２

４０

　

ま
た
は
各
支
所
の
保
健
福
祉
課

保
険
年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
	


�
�

　
「
よ
ー
い
ど
ん
」小
学
校
の
運
動

場
で
お
と
も
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に

走
り
、
学
校
の
雰
囲
気
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

　

春
の
体
育
大
会
で
来
年
の
新
１

年
生
が
参
加
で
き
る
幼
年
徒
歩
を

実
施
し
ま
す
。

　

左
記
の
学
校
で
実
施
し
ま
す
の

で
、
お
住
ま
い
の
校
区
の
体
育
大

会
へ
ぜ
ひ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

■
神
野
小　

�　

・
４
２
５
５

３０

　
【
開
催
日
】
５
月　

日
�

２１

　
【
雨
天
時
】
５
月　

日
�

２３

■
西
与
賀
小　

�　

・
６
３
０
０

２３

　
【
開
催
日
】
５
月　

日
�

２８

　
【
雨
天
時
】
５
月　

日
�

３０

■
兵
庫
小　

�　

・
５
７
９
１

２３

　
【
開
催
日
】
５
月　

日
�

２１

　
【
雨
天
時
】
５
月　

日
�

２２

■
金
立
小　

�　

・
１
１
６
１

９８

　
【
開
催
日
】
５
月　

日
�

２８

　
【
雨
天
時
】
５
月　

日
�

３０

■
若
楠
小　

�　

・
５
０
５
１

３１

　
【
開
催
日
】
５
月　

日
�

２１

　
【
雨
天
時
】
５
月　

日
�

２２

■
諸
富
南
小　

�　

・
２
８
２
４

４７

　
【
開
催
日
】
５
月　

日
�

２１

　
【
雨
天
時
】
５
月　

日
�

２３

■
富
士
南
小　

�　

・
０
０
１
３

６３

　
【
開
催
日
】
５
月　

日
�

２１

　
【
雨
天
時
】
５
月　

日
�

２３

■
富
士
小　

�　

・
２
３
２
１

５８

　
【
開
催
日
】
５
月　

日
�

２１

　
【
雨
天
時
】
５
月　

日
�

２３

■
三
瀬
小　

�　

・
２
０
０
４

５６

　
【
開
催
日
】
５
月　

日
�

２１

　
【
雨
天
時
】
５
月　

日
�

２２

※
対
象
の
ご
家
庭
に
ご
案
内
を
し

な
い
学
校
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
に
つ
い
て
は
、
各
小
学
校
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

　

中
小
企
業
大
学
校
で
は
、
中
小

企
業
の
経
営
者
や
経
営
幹
部
の
方

々
、
さ
ら
に
中
堅
・
若
手
リ
ー
ダ

ー
の
経
営
管
理
ス
キ
ル
向
上
の
た

め
、
中
小
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

直
方
校
で
は
、
研
修
効
果
が
最

大
限
に
上
が
る
よ
う
に
少
人
数
の

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
演
習
を
多
用
し
、

具
体
的
で
実
践
的
な
内
容
で
質
の

高
い
研
修
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

審
議
会 

等
の
開
催 

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

■
開
催
日
時

　

５
月　

日
�　

９
時　

分

１６

３０

■
開
催
場
所

　

本
庁
３
階　

第
２
会
議
室

■
傍
聴
者
の
定
員　

５
名

■
傍
聴
手
続
き

　

５
月　

日
�　

時
ま
で
に
、
農

１５

１７

業
委
員
会
事
務
局
で
申
し
込
み
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

農
業
委
員
会
事
務
局　

農
地
係

　

�　

・
７
３
４
１

４０
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

■
開
催
日
時

　

５
月　

日
�　

９
時　

分

１７

３０

■
開
催
場
所

　

本
庁
３
階　

第
２
会
議
室

■
傍
聴
者
の
定
員　

５
名

■
傍
聴
手
続
き

　

５
月　

日
�　

時
ま
で
に
、
農

１６

１７

業
委
員
会
事
務
局
で
申
し
込
み
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

農
業
委
員
会
事
務
局　

振
興
係

　

�　

・
７
３
４
２

４０

ま
た
、
受
講
者
が
互
い
に
交
流
す

る
機
会
を
設
け
て
あ
り
、
企
業
経

営
に
役
立
つ
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
６
年
度
は
、

▽
自
動
車
産
業
と
の
取
引
を
目
指

す
中
小
製
造
業
の
た
め
の
コ
ー
ス

を
新
設

▽
技
術
・
モ
ノ
作
り
経
営
の
高
度

化
、
戦
略
展
開
を
図
る
た
め
の
コ

ー
ス
を
新
設

▽
若
手
社
員
・
中
堅
社
員
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
、
退
職
者
等
の
活
用
を

具
体
化
さ
せ
る
コ
ー
ス
の
増
大

な
ど
、
地
域
の
中
小
企
業
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
研
修
テ
ー
マ
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
企
業
経
営
に
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

中
小
企
業
大
学
校
直
方
校

　

研
修
担
当

　

〒
8
2
2
・
0
0
0
5

　

福
岡
県
直
方
市
永
満
寺
１
４
６
３
�
２

　

�
0
9
4
9
・　

・
1
1
4
4

28

　

F
A
X
0
9
4
9
・　

・
4
3
8
5

28

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

U
R
L：
http://w

w
w
.sm
rj.go.jp/

inst/nogata/
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■
日
時　

５
月　

日
�

２８

（
受
付
）
９
時
〜
９
時　

分
２０
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現在の佐賀市
　昭和５３年１１月から供用を始めた佐賀市公共下水道は、現在までに２，２９０ha の整備が進み、佐賀市民の約
６２％（人口普及率）の方が下水道を利用できるようになりました。
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　新たな賦課区域は

　今年度は、高木瀬西５～６丁目・高木瀬東３

～６丁目・高木瀬町大字長瀬・卸本町・神野西
３～４丁目・多布施１丁目・巨勢町大字牛島・
鍋島町大字八戸溝・森田・蛎久・諸富町大字山
領・徳富・諸富津・為重・大和町大字尼寺・富
士町大字小副川・古湯の各一部が新たな受益者
負担金の賦課区域となります。

受益者とは
　賦課対象区域の土地の所有者をいいます。(その土地
に地上権、使用貸借、賃借権などの権利が設定されてい
る場合は、それぞれの権利者が受益者になることもでき
ます。)
　公共下水道普及率１００％の早期達成のためにも、受益
者負担金・分担金制度へのご理解とご協力をお願いいた
します。

　下水道事業は、道路や公園と異なりその利益を
受けることができるのは整備された区域の方に
限られます。建設費のすべてを税金で賄うことは、
下水道を利用できない人たちまで負担をかけ、税
負担の公平さを著しく欠くことになります。土地
の所有者または、権利者は、今年度から受益者負
担金を納めていただくことになります。
　そこで、都市計画法に基づき、「事業により利
益を受ける方に建設費の一部を負担していただ
く」というのが受益者負担金制度です。
　なお、今年度より新しく旧佐賀市内の市街化調
整区域に下水道が整備されることになりました
ので、地方自治法に基づき受益者分担金として、
兵庫町大字藤木、鍋島町大字鍋島、八戸溝、森田
及び蛎久の各一部が賦課区域となります。
　これに該当すると思われる方には６月上旬に
（下水道事業受益者申告書）をお送りしますので
６月３０日までに申告してください。また、地元
説明会を開催いたしますのでご出席ください。

◎問い合わせ　本庁　下水道企画課　管理係
　　　　　　　�４０・７２１２

�
�
�
�
�
�
�

【
自
動
車
通
勤
の
み
な
さ
ま
へ
】

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
マ

イ
カ
ー
通
勤
か
ら
自
転
車
や
公
共

交
通
機
関
で
通
勤
す
る
「
ノ
ー
カ

ー
デ
ー
」
を
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
第
２
、
４
水
曜
日
に
実
行

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
割
引
】

市
営
バ
ス
で
は
、
第
２
、
４
水
曜

日
に「
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
割
引
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
対　

象　

市
営
バ
ス

・
実
施
日　

第
２
、
４
水
曜
日

・
方　

法　

降
車
時
運
転
免
許
証

を
提
示
し
、
現
金
で
通
常
運
賃
の

半
額
（
最
低
運
賃
は
１
０
０
円
）

を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。（　

円
未

10

満
の
端
数
は
切
り
上
げ
）

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

環
境
課　

環
境
企
画
係

　

�　

・
７
２
０
１

40
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　平成１８年度の第２回目は「トンボ教室」を開催します。河川やクリークのトンボや自然観察を通して、身近な自然
に親しみながら自然環境の大切さを学びます。
◇テーマ：多布施川のトンボ観察

高木瀬町長瀬の多布施川付近で、アオハダトンボやキイロサナエなどの観察・標本作成をします。
（標本作成は希望者のみ）

◇日　時：５月２８日�　１０：００～１５：００　　◇場　所：高木瀬町長瀬、長瀬天満宮付近
◇集合場所：長瀬天満宮　西側駐車場　　 ◇講　師：佐賀トンボ研究会
◇募集人員：４０名　※原則として小学３年生以上。（小学生は保護者同伴のこと）
◇参加費：無料（ただし、標本作成を希望される方は、必要な材料代８５０円の負担をお願いします）
◇申し込み方法
参加希望者全員（保護者含）の�〒住所�氏名（ふりがな）�年齢（高校生以下は学年まで）
�電話番号�過去のトンボ教室参加の有無�標本作製希望の有無を明記して、はがき、ファクス、電子メールにて
申し込みください。
なお、定員を超えて申し込みがあった場合は、抽選により決定します。
※ 当日の詳しいスケジュールについては、参加決定した方にご案内します。
◇締切：５月１２日�（必着）

◎申し込み・問い合わせ
　〒８４９-０９１７　佐賀市高木瀬町大字長瀬２３６９　佐賀市清掃工場内　環境課　環境教育推進係　  
　�３０・２４３０　FAX３０・２４９４　　　Ｅメール：kankyo@city.saga.lg.jp
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対象：生後３カ月～７歳６カ月未満の乳幼児
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　予防接種手帳の注意事項をよく読み、予診票に記
入のうえ、保護者会が会場にお連れください。
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※会場の混雑を避けるため、対象校区を分けています。
ご都合が悪い場合は、対象校区以外の日程でも受ける
ことができます。

※当日は、公共交通機関のご利用、相乗りのご協力をお
願いします。
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　●●� 健康達人　
平成１７年度の利用回数が多いあなたは「健康達人」。
総合案内前に利用者カード番号を発表します。
プレゼントをお受け取りください。
　●●� スペシャル自由参加レッスン　
１９：００からスタジオのエアロビクスを９０分に拡大して実施しま
す。タオル、室内シューズもお忘れなく。
　●●� 写真パネル展示　
１年のあゆみを館内に展示します。お楽しみください。
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４月４日（火）～８月３１日（木）まで、平日の営業時間を
２１：３０まで３０分延長します。
土・日・祝日は通常の２１：００までの営業です。
キャンペーン中は、超過料金「なし」、ごゆっくりどうぞ！
��������	
��
�����������
中学生以下のプール利用料を無料とします。
小学３年生以下のお子様をお連れの保護者も無料とな
ります。この機会にご家族お揃いでおこしください。
�������	
��
������
スタジオ、プールのレッスン内容が、一部新しくなり
ました。ヨガストレッチやサーキット系のプログラム
にご期待ください。（各３０分程度）
開始時間　�プール　　１１：００～、　１５：００～
　　　　　�スタジオ　１４：００～、　１９：３０～
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スタート台やタイム電光掲示板の設置、コースロープ
も競泳用に取り替え、水泳大会さながらの環境でタイ
ムを計測します。
本年度は５月より実施します。《予約不要》
�日時：毎月　第１日曜日１１：００～１２：００
�会場：２５ｍプール　交流ロビー側１コース

◎問い合わせ　佐賀市健康運動センター　�３６・９３０９

　佐賀市健康運動センターでは「しょうがい者の
運動の日常化・社会参加」を目標に、昨年度に引
続き肢体不自由児を対象にした水中運動教室を企
画します。
■対象および定員
　肢体にしょうがいのある児童・生徒 10 名程度。
（定員に限りがあります。）
■内容
　水中でのリラクゼーション、体のコントロール
法、水中運動などの体験
■日時
　5月～ 10 月までの毎月第３土曜日（8月を除く）
　全 5回　10 時～ 12 時
　１回目：5月 20 日　４回目：9月 16 日
　２回目：6月 17 日　５回目：10 月 21 日
　３回目：7月 15 日
■場所
　佐賀市健康運動センター　可動床・流水プール
■参加料
　本人 100 円／回、介助者 1人につき 100 円／回
■用意するもの
　水着、タオル、スイミングキャップ、その他、
水中運動に必要な物を各自でご用意ください。
■その他
・必要に応じて、介助者が必ず付き添ってくださ
い。（複数名可能）　　
・主催者側で介助者の手配はできません。ご了承
ください。
◎申し込み・問い合わせ
　佐賀市健康運動センター
　担当：野添　藤谷
　�３６・９３０９　FAX３６・９３８３
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◎「ほけんのページ」の申し込み・問い合わせ
　ほほえみ館　長寿・健康課
　・健康について：保健予防係　　　　　　　（保健）�４０・７２８１
　【ほほえみ健診専用予約電話：　　　　　（予約専用）�３２・１１６０】
　・乳幼児・妊婦・予防接種について：母子保健係　　（母子）�４０・７２８２
　・高齢者について：長寿推進係　　　　　　（長寿）�４０・７２５３
　大和支所分　保健福祉課　保健衛生係　　　（大和）�５１・２４２０
　富士支所分　保健福祉課　長寿健康係　　　（富士）�５８・２１１４
　三瀬支所分　保健福祉課　保健センター　　（三瀬）�５６・２２００
　諸富支所分　保健福祉課　長寿健康係　　　（諸富）�４７・４８９１
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対象：生後３カ月～６カ月未満の乳児
※対象月齢にご注意ください。
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対象：生後３カ月～７歳６カ月未満の乳幼児
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　予防接種手帳の注意事項をよく読み、予診票に記
入のうえ、保護者会が会場にお連れください。
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※会場の混雑を避けるため、対象校区を分けています。
ご都合が悪い場合は、対象校区以外の日程でも受ける
ことができます。

※当日は、公共交通機関のご利用、相乗りのご協力をお
願いします。
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　●●� 健康達人　
平成１７年度の利用回数が多いあなたは「健康達人」。
総合案内前に利用者カード番号を発表します。
プレゼントをお受け取りください。
　●●� スペシャル自由参加レッスン　
１９：００からスタジオのエアロビクスを９０分に拡大して実施しま
す。タオル、室内シューズもお忘れなく。
　●●� 写真パネル展示　
１年のあゆみを館内に展示します。お楽しみください。
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４月４日（火）～８月３１日（木）まで、平日の営業時間を
２１：３０まで３０分延長します。
土・日・祝日は通常の２１：００までの営業です。
キャンペーン中は、超過料金「なし」、ごゆっくりどうぞ！
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中学生以下のプール利用料を無料とします。
小学３年生以下のお子様をお連れの保護者も無料とな
ります。この機会にご家族お揃いでおこしください。
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スタジオ、プールのレッスン内容が、一部新しくなり
ました。ヨガストレッチやサーキット系のプログラム
にご期待ください。（各３０分程度）
開始時間　�プール　　１１：００～、　１５：００～
　　　　　�スタジオ　１４：００～、　１９：３０～
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スタート台やタイム電光掲示板の設置、コースロープ
も競泳用に取り替え、水泳大会さながらの環境でタイ
ムを計測します。
本年度は５月より実施します。《予約不要》
�日時：毎月　第１日曜日１１：００～１２：００
�会場：２５ｍプール　交流ロビー側１コース

◎問い合わせ　佐賀市健康運動センター　�３６・９３０９

　佐賀市健康運動センターでは「しょうがい者の
運動の日常化・社会参加」を目標に、昨年度に引
続き肢体不自由児を対象にした水中運動教室を企
画します。
■対象および定員
　肢体にしょうがいのある児童・生徒 10 名程度。
（定員に限りがあります。）
■内容
　水中でのリラクゼーション、体のコントロール
法、水中運動などの体験
■日時
　5月～ 10 月までの毎月第３土曜日（8月を除く）
　全 5回　10 時～ 12 時
　１回目：5月 20 日　４回目：9月 16 日
　２回目：6月 17 日　５回目：10 月 21 日
　３回目：7月 15 日
■場所
　佐賀市健康運動センター　可動床・流水プール
■参加料
　本人 100 円／回、介助者 1人につき 100 円／回
■用意するもの
　水着、タオル、スイミングキャップ、その他、
水中運動に必要な物を各自でご用意ください。
■その他
・必要に応じて、介助者が必ず付き添ってくださ
い。（複数名可能）　　
・主催者側で介助者の手配はできません。ご了承
ください。
◎申し込み・問い合わせ
　佐賀市健康運動センター
　担当：野添　藤谷
　�３６・９３０９　FAX３６・９３８３
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◎「ほけんのページ」の申し込み・問い合わせ
　ほほえみ館　長寿・健康課
　・健康について：保健予防係　　　　　　　（保健）�４０・７２８１
　【ほほえみ健診専用予約電話：　　　　　（予約専用）�３２・１１６０】
　・乳幼児・妊婦・予防接種について：母子保健係　　（母子）�４０・７２８２
　・高齢者について：長寿推進係　　　　　　（長寿）�４０・７２５３
　大和支所分　保健福祉課　保健衛生係　　　（大和）�５１・２４２０
　富士支所分　保健福祉課　長寿健康係　　　（富士）�５８・２１１４
　三瀬支所分　保健福祉課　保健センター　　（三瀬）�５６・２２００
　諸富支所分　保健福祉課　長寿健康係　　　（諸富）�４７・４８９１

�������������

��
������
�������	
������
�������	
��

��

��
���������	
��
�
���������������
��������

��

��
������
���������������
�������	
��
�

���

��
��������
�������������
�������	
��
�

�
�
�

�����

��
��

����������
�������������
��������

�
�
�

�����

��������
対象：生後３カ月～６カ月未満の乳児
※対象月齢にご注意ください。

�������	
��


�������	
��

�������������

��
�������	����
���������	
���		
�������	

���

��
�������	����
���������	
���		
��������

���

��
�������
���������	
���		
�������	
��
�

���

��
�������	����
���������	
���		
�������	

���

�������	
��


�������������

��
�������	

���	�


�������	
��
��

��
����������������

�������	
��
�
���

��
����������������

��������
���

�������	
��
��

�������������

��
�������
�������	�
���	


�������	
��
�

��

��

������
�������	
����
��������
�������������	
��
��
�������	
��
���

��

��

����������	
��
�����
����������������
�������	
	�����	
	��
��
����������������
��������������������	
��
��������

��
�������
����������������
��������

��

��
�������
����������������
�������	
��

��

��

�������	
��
���
����������������
�������	
��
�
�������	
��
������

��

�������	
�������	
�

��������	
��
��������
�����������
�������	
��
�����������	
��
��	

���

��

�������	
��
���
����������������
�������	
��
�������	
��
���������

��
�������	
��
���
����������������
�������	
��

��
������
�������������
��������

���

��

�������	
��
����
����������������
��������
�������	
���
��

�
�
�

��

�

��

��
�������	
���
��
��������	���
�
��������

���

��

�������	
��
���
������
�������	�
���	��
�������	
��
�
�������	
���
�

��

�������	
��
����
�������	
���
	


��������
�������	
��
��

�
�
�

��

�

��

��

����������	
��

�������
�������	�
���	��
�������	
��
����
�������	
��
�
�������	
��
��������
�������	
���
������	

���

��

�������	
��
�������
����������������
�������	
���
�
��������

�
�
�

��

�

��



��

�����������	
��
��� 
���

��������������������

�����

� � � �

� � � � � �

�����

������������

������������

�������������

�������	� � � �������

�����
��������������

�������	
����������	������

《申し込み》☆往復はがきでお申し込みください。
・往復はがき記入事項
①郵便番号②住所③幼児名、保護者名（引率者）ふり
がな記入のこと。④年齢（幼児のみ）何歳、何カ月　
⑤性別⑥電話番号⑦参加したい希望日（第１希望・第
２希望）⑧初めて参加される方は初参加とお書きくだ
さい。⑨返信には宛名を記入してください。
・送り先　〒８４０-０８２１　佐賀市東佐賀町４番２０号
　　　　　市立城東保育所　子育てサロン係
・締め切り　５月１５日�必着のこと
※開催日前日までに返信がない場合は、必ず、ご連絡
ください。
◎問い合わせ　城東保育所（東佐賀町）　�４０・０４１５

　若葉、青葉が目にまぶしい５月です。こいのぼり
のように、元気なこどもたちといっしょに、サーク
ルで楽しいひとときを過ごしませんか。どうぞお出
かけください。

� �� ��� � � � � ������

� � � � �� � � � � ������

� � � � � �� � � � � � � � � ������

� � � � �� � � � � � � 	������

� � � � ����������	
��
������

� � � � �� � � � � �������

� � � � � ��������	
�������

� � � � ����������	
��������

� � � � �� � � � � � �������

�������	
���
����������

※詳しい場所や内容については、お問い合わせください。
◎問い合わせ
・佐賀市中央児童センター内「川原保育所子育て支援センター」
　佐賀市兵庫町大字藤木９１９番地１　�３６・４１４０
・佐賀市立川原保育所
　佐賀市川原町４番４４号　�２３・３５４９

��������

�������������	
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���

������� � � � � � � 	 
 � � � � 
 � �
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������� � � � � � � 	
 � � � � 
 � �

�������	
��
��

こ　 た　ろう げん   き 

出口　元暉くん 
（１歳8カ月　鍋島町八戸溝） 

中島　虎太郎くん 
（１歳　高木瀬西四丁目） 

けい  すけ 

直塚　圭祐くん 
（10カ月　末広二丁目） 

子育てサークル連絡会を５月末に開催予定です。詳細
については、代表者の方に案内状を配送いたします。
◎問い合わせ　若葉保育所　�３３・４１４５

　５月の児童クラブ館等での子育てサロンは、月１回
の開催です。
・時間　１０時～１２時
・開催日は次の通りです。

　児童手当制度改正により、平成１８年４月１日か
ら支給対象年齢が小学校６年生（１２歳）までに拡大
されました。また、所得制限が引き上げられまし
た。これらの改正に伴う対象者の方へは、４月中旬
に申請の案内文を郵送しておりますが、まだ申請
がお済みでない方はお早めに手続きをお願いい
たします。
※公務員（独立行政法人・郵政公社を除く）の方は
職場に申請してください。

◎問い合わせ
　本庁　こども課　母子福祉係　�４０・７２５２　
　または各支所の保健福祉課
　（三瀬支所は保健センター）

�������	
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　「子育ての手助けをしてほしい人」（依頼会員）と
「子育てのお手伝いしたい人」（提供会員）がともに
会員となっての相互援助活動です。

�活動内容（支援者宅での援助）
・保育施設の保育開始時まで、保育終了後の子ども
の預かり
・保育施設等への送迎
・放課後、学童保育後、病後（軽度に限る）の子ど
もの預かり
・その他、子育てと仕事の両立に必要な援助等
�対　象　生後６カ月から小学６年生までの子ども
�報　酬　別途規定があります。

��������

■申し込み方法
　市役所本庁１階こども課（２番窓口）に
てお申し込みください。（※印鑑持参）
■申し込み期限
　６月５日�
◎問い合わせ先
　本庁　こども課　子育てコーディネート係
　ファミリー・サポート･センター　
　�４０・７２８８

�������	
��
����

��������	
��
�

　出産後８週間及び妊娠中で切迫流産等により安静
が必要な妊産婦への援助です。
　一人で困っているお母さんに｢家事｣や｢育児｣のお
手伝いをします。

�活動内容（利用者宅での援助）
・食事の支度
・掃除・洗濯
・沐浴介助
・上の子の遊び相手や園への送迎等
・買い物等
�報　酬　別途規定があります。

【登録講習会開催日程】
サポート・ママファミリー･サポート開催時間開　催　日
事業説明－10：30～12：00

６月２２日（木） ボランティア13：00～15：00
－事業説明15：10～16：30

出産と新生児－10：00～15：00      ２３日（金）
安　　全10：00～12：00

      ２６日（月）
子どもの遊び13：00～15：00

保育所実習
（27日、28日のうち１日のみ）
　公立保育所

保育所実習
（3日間のうち1日のみ）
　公立保育所

  9：00～16：00
      ２７日（火）

      ２８日（水）

      ２９日（木）
調理（実習・講義）－10：00～15：00      ２９日（木）

子どもの心理10：00～1２：00      ３０日（金）
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近
年
、
家
庭
で
の
教
育
力
が
低
下
し
て
き
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
す
べ
て
の
教
育
の
出
発
点
は
家
庭
に
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
な
ど
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
は

家
庭
の
役
割
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
は
、

未
来
の
日
本
を
支
え
る
人
材
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
社
会
全
体
が
子
育
て
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、

支
援
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら
「
出
前
家
庭
教
育
講
座
」
を
実

１６

施
し
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
・
保
育
園
の
保
護
者
会
や
、
小
中
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
合
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
で
の
お
母
さ
ん
方
の

研
修
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
へ
無
料
で
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

ま
た
、
企
業
や
事
業
所
で
の
研
修
の
一
環
と
し
て
の
実
施
も
可

能
で
す
の
で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
原
則
と
し
て
、　

人
以
上
の
参
加
者
が
あ
る
こ
と
を
条
件
と

１０

し
、
場
所
は
佐
賀
市
内
と
し
ま
す
。

（
会
場
の
使
用
料
等
が
発
生
す
る
場
合
、
そ
の
分
は
負
担
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
）

○
実
施
日
時
は
、
で
き
る
限
り
ご
要
望
に
お
応
え
し
ま
す
。

　
（
土
曜
日
や
日
曜
日
、
ま
た
夜
間
の
実
施
な
ど
）

○
講
座
の
実
施
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・

電
子
メ
ー
ル
で
青
少
年
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
こ

と
は
、
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
な
が
ら
決
定
し
ま
す
。（
な
お
、

先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
多
数
の
希
望
が
あ
っ
た
場

合
は
ご
要
望
に
沿
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

◎
問
い
合
わ
せ

　

青
少
年
課　

育
成
係

　

�　

・
２
３
３
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

・
２
３
３
２

２４

２４

　

Ｅ
メ
ー
ル　

seishonen@
city.saga.lg.jp
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嘉
瀬
川
か
ら
多
布
施
川
へ
の
取
水
施
設
と
し
て
、
成
富
兵
庫
茂
安

の
指
導
に
よ
り
元
和
年
間
（
１
６
１
５
〜
１
６
２
３
）
に
造
ら
れ
た

石
井
樋
は
、
佐
賀
城
下
に
生
活
用
水
、
農
業
用
水
を
供
給
す
る
た
め

の
施
設
で
す
。
公
園
内
に
は
、
大
井
手
堰
、
象
の
鼻
、
天
狗
の
鼻
な

ど
が
再
現
さ
れ
、
成
富
兵
庫
茂
安
時
代
に
造
ら
れ
た
石
積
み
も
数
多

く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
が
水
も
の
が
た
り
館
で
は
、「
佐
賀
平
野
と
水
」「
成
富
兵
庫
茂

安
の
生
涯
」「
石
井
樋
の
す
べ
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
ジ
オ
ラ
マ
や
映
像

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

石
井
樋
公
園
か
ら
多
布
施
川
沿
い
の
河
畔
公
園
は
、
ご
家
族
そ
ろ

っ
て
の
散
策
に
最
適
で
す
。

■
場
所　

佐
賀
市
大
和
町
尼
寺
（
大
和
ジ
ャ
ス
コ
か
ら
西
へ
車
で
１
分
）

■
開
館
時
間　
　

時
〜　

時　

分
（
入
館
は　

時
ま
で
）

10

17

30

17

■
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）、

　
　
　
　
　

年
末
年
始
（　

月　

日
〜
１
月
３
日
）

12

29

■
入
館
料　

無
料

◎
問
い
合
わ
せ　

さ
が
水
も
の
が
た
り
館　

�　

・
１
２
７
７

６２

　

家
庭
で
飾
ら
な
く
な
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
を
寄
贈
い

た
だ
き
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と

始
ま
り
、
今
年
で　

回
目
を
迎
え
ま
す
。
佐
賀
大
和
町

23

観
光
協
会
会
員
に
よ
る
作
業
で
設
置
し
た
色
と
り
ど

り
の
こ
い
の
ぼ
り
約
６
０
０
匹
が
、
官
人
橋
の
上
下
流

を
勇
壮
に
泳
ぐ
姿
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
期　

間　

５
月　

日
ま
で

31

■
駐
車
場　

与
止
日
女
神
社
駐
車
場
（
約　

台
）

40
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官
人
橋
下
の
船
着
場
か
ら
、
観
光
屋
形
船
「
よ
ど

ひ
め
」
が
運
行
中
で
す
。　

名
乗
り
の
屋
形
船
で
、

15

官
人
橋
か
ら
与
止
日
女
神
社
周
辺
を
約　

分
か
け

30

て
遊
覧
し
ま
す
。
川
面
か
ら
ご
覧
い
た
だ
く
こ
い
の

ぼ
り
の
吹
流
し
も
ま
た
美
し
く
、
お
子
さ
ま
に
大
好

評
で
す
。

■
運
航
日　

５
月　

日
�
ま
で
の
土
、
日
、
祝
日
の

28

み
運
行
（
雨
天
時
、
強
風
時
は
運
休
）

■
時　

間　
　

時
〜　

時

10

16

■
料　

金　

大
人
３
０
０
円
（
中
学
生
以
上
）、

　
　
　
　
　

子
ど
も
（
小
学
生
）
１
０
０
円

お
弁
当
、飲
み
物
の
持
ち
込
み
可（
ご
み

は
各
自
で
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
）

◎
問
い
合
わ
せ　

佐
賀
大
和
町
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　
　
（
大
和
支
所　

産
業
振
興
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　

�　

・
１
１
１
１

６２

　

今
年
も
百
種
、
４
万
株
の
艶
や
か
な
花
し
ょ

う
ぶ
が
み
な
さ
ま
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
場
所　

佐
賀
市
大
和
町
川
上

　
　
　
　
（
大
和
中
央
公
園
内
）

■
開
園
日　

５
月
下
旬
（
予
定
）

■
開
園
時
間　

９
時
〜　

時
18

■
入
園
料

　

お
と
な
（
高
校
生
以
上
）
５
０
０
円
、

　

こ
ど
も
（
小
・
中
学
生
）
３
０
０
円　

◎
問
い
合
わ
せ

　

大
和
支
所　

建
設
課　

�　

・
２
４
１
５

51
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■
開
園
時
間　

９
時　

分
〜　

時
（
雨
天
時
閉
園
）

３０

１７

■
駐
車
料
金　

軽
・
普
通
車
３
０
０
円

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
・
大
型
車　

８
０
０
円

（
駐
車
場
は
２
０
０
台
収
容
可
能
）

◎
問
い
合
わ
せ

　

肥
前
大
和
巨
石
パ
ー
ク　

�　

・
２
８
１
８

６４

　

肥
前
風
土
記
に
も
記
さ
れ
た
大
和
町
下
田
地
区
の
巨

石
群
。神
秘
的
な
古
代
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
る
巨
石

群
は
、幾
千
年
の
時
を
経
た
今
も
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。

自
然
の
生
み
出
し
た
巨
石
を
テ
ー
マ
に
し
た
肥
前
大
和

巨
石
パ
ー
ク
で
自
然
体
験
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

施
設
内
の
遊
歩
道
か
ら
は
、
巨
大
な
石
た
ち
の
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
、
自
然
の
造
形
の
神
秘
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　

広
々
と
し
た
芝
生
の
多
目
的
広
場
で
は
、
子
ど
も

た
ち
も
の
び
の
び
と
走
り
回
れ
、
ご
家
族
連
れ
で
自

由
気
ま
ま
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
�
�
�
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国
道
２
６
３
号
沿
い
の
肥
前
大
和
巨
石
パ
ー
ク
す
ぐ
そ

ば
に
は
、地
元
産
の
農
産
物
や
特
産
物
を
直
売
す
る「
道
の

駅
大
和
そ
よ
か
ぜ
館
」が
、み
な
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。地
元
産
の
農
産
物
の
ほ
か
、松
梅
産
の
米
、採

れ
た
て
の
新
鮮
野
菜
を
使
っ
た
と
り
飯
、た
か
な
飯
、お
寿

司
な
ど
も
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

◇
農
産
物
直
売
コ
ー
ナ
ー　

地
元
で
採
れ
た
て
の
新
鮮
食

材
を
豊
富
に
と
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。地
元
農
家
の
方
々

が
土
作
り
か
ら
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
取
り
組
ん
だ
自
慢

の
逸
品
で
す
。安
く
て
安

全
、美
味
し
い
と
大
好
評

で
す
。

◇
特
産
物
販
売
コ
ー
ナ
ー　

名
尾
手
漉
和
紙
を
は
じ
め

木
工
品
や
木
酢
、竹
炭
な

ど
地
元
で
作
ら
れ
る
特
産

品
が
勢
ぞ
ろ
い
。お
土
産

に
最
適
で
す
。
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■
日
時　
　

５
月　

日
�
雨
天
決
行

２１

■
受
付
会
場　

中
の
島
公
園

　
　
　
　
　
　
（
佐
賀
市
諸
富
町
大
中
島
）

■
ス
タ
ー
ト
受
付
時
間

　

９
時　

分
〜　

時　

分
（
随
時
出
発
）

３０

１０

３０

■
ゴ
ー
ル
受
付
時
間

　
　

時　

分
〜　

時
（
受
付
会
場
）

１２

３０

１３

■
お
楽
し
み
抽
選
会　
　

時
〜
（
受
付
会
場
）

１３

　

☆
5
つ
以
上
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
く
だ
さ
い
。

■
参
加
料　

無
料

　
（
小
学
４
年
生
以
下
の
参
加
は
必
ず
大
人
が
同
伴

　
 
し
て
く
だ
さ
い
）

■
持
っ
て
く
る
も
の　

水
筒
・
時
計
・
雨
具

※
コ
ー
ス
図
は
当
日
配
布
い
た
し
ま
す
。

（
お
お
む
ね
５
�
〜
8
�
）

◎
問
い
合
わ
せ

　

�
筑
後
川
昇
開
橋
観
光
財
団　
　
　

�
０
９
４
４
・　

・
９
９
１
９

８７

　

佐
賀
市
諸
富
支
所　

産
業
振
興
課　

�　

・
４
９
０
６

４７

■
日
時　

5
月　

日
�　

時
〜　

時　

分　
　
　

日
�　

時　

分
〜　

時

20

13

15

30

21

14

30

17

■
コ
ー
ス　
　

日
大
川
観
光
桟
橋
（　

日
諸
富
港
浮
桟
橋
）
�
大
川
市　

20

21

立
清
力
美
術
館
�
佐
野
常
民
記
念
館
�
交
流
館
は
な
む
ね

■
集
合
場
所　

各
桟
橋

■
定
員　

両
日
と
も
先
着　

名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

３０

■
参
加
料　

ひ
と
り
5
0
0
円

◎
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

マ
リ
ン
プ
ラ
ザ
K
I
H
A
R
A

　

�
0
9
4
4
・　

・
0
6
0
3

87
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�
�
�
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�
�

�
�
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「
干
し
柿
ソ
フ
ト
」好
評
販
売
中

　

松
梅
地
区
は
お
よ
そ
４
０
０
年
前
か
ら
続
く「
干
し
柿
」

の
産
地
で
す
。毎
年
名
尾
盆
地
に
晩
秋
の
風
が
吹
く
こ
ろ
、

干
し
柿
つ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。オ
レ
ン
ジ
色
の
簾
を
し
た

よ
う
な
風
景
は
、松
梅
地
区
の
冬
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、地
元
松
梅
小
学
校
で
は
毎
年
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
柿
む
き
大
会
が
開
催
さ
れ
る
ほ
ど
地
域
に
根
ざ
し
た
伝

統
の
味
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の「
干
し
柿
」を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
が
そ
よ
か
ぜ
館
内「
ぱ
ー
し
も
ん
」で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。「
干
し
柿
」の
風
味
が
ほ
ん
の
り
と
か
お
り
、甘
す
ぎ
ず

後
味
も
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
そ
よ
か
ぜ
館
で
し
か
味
わ
え
な

い
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
味
で
す
。

■
営
業
時
間　

９
時
〜　

時
１８

■
休
館
日　

１
月
１
日
〜
１
月
３
日

◎
問
い
合
わ
せ

　

道
の
駅
大
和
そ
よ
か
ぜ
館　

�　

・
２
２
９
６

６４

� �������������������������������������

� �������������������������������������

�
�
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�
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　　　　　整理券配布　１１:３０～
　　　　　開場　１４:００

○アマチュア音楽祭　１４:３０～
○松ケ下宏之　　　　１７:００～
○千綿ヒデノリ　　　１７:４０～

　
　　　　　整理券配布　  ９:３０～
　　　　　開場　１０:３０

○アマチュア音楽祭　１０:４５～
○杉　真理　　　　　１３:１０～
○ＡＢＣ　　　　　　１４:２０～

����　富士中学校体育館（雨天決行）
※座席は当日配布の整理券順に行う抽選により
席の指定を行います。（全席指定）

��������　
【前売券】 ※（　）内は小･中学生

�������������	���

�������������������

【当日券】 ※（　）内は小･中学生

�����������������

�������������������

※未就学児童の入場はできません。

��������	�

○チケットぴあ（ｐコード　２２６-９３５）
○ローソンチケット（Ｌコード８６４８７）
○佐賀市役所観光・文化課、富士支所産業振興課
○佐賀市文化会館　○富士町商工会　他

◎問い合わせ
　富士町商工会内こだまの 富  士  倶  楽  部 

さ と く ら ぶ

　�５８・２４３４　　FAX　５１・８０２２
　Eメール：kodama@mbr.nifty.com
　http://homepage2.nifty.com/kodamanosato/

������

������
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「
ま
ち
か
ら
始
ま
る
音
楽
フ
ェ

ス
タ
」
通
称
「
ま
ち
お
ん
」、
第
３

回
を
開
催
し
ま
す
。

　

街
な
か
を
ス
テ
ー
ジ
に
、
い
ろ

い
ろ
な
音
楽
を
響
か
せ
ま
す
！
お

気
に
入
り
の
音
を
求
め
て
、
に
ぎ

や
か
な
街
な
か
へ
出
か
け
よ
う
！

　

当
日
は
、
ま
た
ま
た
エ
ス
プ

ラ
ッ
ツ
南
側
通
り
が
歩
行
者
天
国

に
な
り
、
お
な
か
を
満
た
し
て
く

れ
る
お
店
が
出
店
し
ま
す
よ
！

■
日
時　

５
月　

日
�　
　

時
〜

21

11

■
会
場　

佐
嘉
神
社
を
メ
イ
ン
ス

テ
ー
ジ
に
、
街
な
か　

カ
所
を
予

12

定
（
詳
し
く
は
、
市
報
５
月　

日
15

号
に
掲
載
）

■
音
楽
ジ
ャ
ン
ル

　

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ロ
ッ
ク
・

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
・
よ
さ
こ
い

な
ど

■
入
場
料　

無
料

◎
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
か
ら
始
ま
る
音
楽
フ
ェ
ス
タ

　

実
行
委
員
会

　

�　

・
５
１
５
５

24

（元オフコース）

♪
♪

♪

♪♪

♪

♪

♪
♪

♪
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市
で
は
、
農
漁
業
体
験
相
談
支

援
事
業
に
お
い
て
、
農
漁
業
体
験

の
機
会
を
提
供
す
る
団
体
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、「
消
費
者
の
視
点
に

立
っ
た
安
全
・
安
心
な
食
料
の
安

定
供
給
」
を
目
指
す
農
業
者
の
グ

ル
ー
プ
「
元
気
・
有
機
・
活
気
の

会
（
サ
ン
キ
の
会
）」
が
有
機
資
材

を
使
い
・
無
除
草
剤
･
無
農
薬
で

作
る
環
境
に
や
さ
し
い
農
作
物
栽

培
を
市
民
（
消
費
者
）
の
皆
様
に

理
解
し
て
い
た
だ
こ
う
と
佐
賀
市

金
立
町
�
徐
福
の
里
�
権
現
原
・

東
千
布
地
区
に
て
環
境
に
や
さ
し

い
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

を
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

食
の
安
全
安
心
に
関
心
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

■
参
加
費

　

大
人
１
名　

３
�
０
０
０
円

（
同
伴
子
供
３
名
ま
で
無
料
）

＊
大
人
１
名
追
加
に
つ
き

　

２
�
０
０
０
円

■
募
集
期
間　

５
月　

日
�
ま
で

１５

（
途
中
参
加
も
歓
迎
）

■
準
備
い
た
だ
く
も
の

○
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
・
タ
オ
ル
・
軍
手
・
帽

子
・
長
靴
・
弁
当
・
飲
み
物
等
持

参
。

○
田
植
え
に
参
加
す
る
方
は
、
水

田
靴
を
持
参
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

○
開
校
式
・
収
穫
祭
に
参
加
さ
れ

た
方
に
は
、
玉
ね
ぎ
・
ジ
ャ
ガ
イ

モ
・
カ
ラ
イ
モ
を
各
１
㎏
差
上
げ

ま
す
。（
※
も
う
少
し
欲
し
い
方
に

は
、
市
販
の
半
額
以
下
で
販
売
い

た
し
ま
す
。）

○
開
校
式
に
は
野
菜
カ
レ
ー
・
収

穫
祭
に
は
皆
様
が
栽
培
さ
れ
た
お

米
を
つ
か
っ
た
お
に
ぎ
り
を
提
供

し
ま
す
。

■
行
事
計
画

﹇
５
月　

日
�
﹈

２１

・
開
校
式

・
定
植（
カ
ラ
イ
モ
）

・
収
穫（
玉
ね
ぎ
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
）

﹇
６
月
〜　

月
ま
で
の
土
・
日
曜

１０

日
の
い
ず
れ
か
﹈

・
田
植
え
・
稲
刈
り
・
カ
ラ
イ
モ

　

管
理
な
ど

　

佐
賀
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
農
漁
業
体
験
の
場
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

（
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
詳
細
は
サ
ン

キ
の
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。）

﹇　

月　

日
�
﹈

１１

１２

・
収
穫
祭

・
カ
ラ
イ
モ
堀
り

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

元
気
・
有
機
・
活
気
の
会

　
（
サ
ン
キ
の
会
）
連
絡
事
務
所

（
佐
賀
市
金
立
町
千
布

　

3
6
7
7
番
地
）

　

代
表　

早
田
武
則

　

�
／
F
A
X　

・
1
5
2
0

98

　

�
0
9
0
・
7
4
5
3
・
1
1
0
7

　

E
メ
ー
ル

yam
o@
po.bunbun.ne.jp

■
農
漁
業
相
談
支
援
事
業
に
つ
い

　

て
の
問
い
合
せ
■

　

本
庁　

農
林
水
産
課　

特
産
係

　

�　

・
7
1
1
6

40

　

佐
賀
県
伝
統
的
地
場
産
品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
鍋
島
緞
通
（
織
元
吉
島

家
）
が　

年
ぶ
り
に
創
業
の
地
で
あ
る
佐
賀
市
（
赤
松
町
）
に
里
帰
り
。

９６

　

モ
ダ
ン
和
風
に
新
築
さ
れ
た
建
物
に
は
工
房
、シ
ョ
ー
ル
ー
ム
は
も
ち
ろ

ん
、
古
緞
通
や
世
界
の
緞
通
の
紹
介
な
ど
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
し
て
の
機

能
を
併
せ
持
ち
、佐
賀
の
伝
統
工
芸
の
素
晴
ら
し
さ
が
随
所
に
表
現
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
名
称　

吉
島
家
緞
通
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

■
開
館
時
間　

９
時
〜　

時
17

■
場
所　

佐
賀
市
赤
松
町　

番
地

２８

◎
問
い
合
わ
せ

　

吉
島
家
緞
通
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

�　

・
０
７
７
８

２４

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nabeshim

adantsu.jp

至佐賀駅 
N

県立美術館 

中
央
大
通
り 

中
央
郵
便
局 

商
工
会
館 

県
庁 

辻
の
堂 

堀
川
町 

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ 

　
佐
賀 吉

島
家 

緞
通
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 
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佐賀市歴史民俗館イベント
・更紗の世界【木版和更紗と更紗布展】
時間／９時～１７時
場所／旧古賀家
問い合わせ／本庁　観光・文化課
　　　　　　�４０・７１１２
・伝統工芸【手織り佐賀錦展】
時間／９時～１７時
場所／旧福田家
問い合わせ／本庁　商工振興課
　　　　　　�４０・７１００

（
水
・
祝
）
〜
日

3
日
〜
7
日

大隈祭
時間／１０時３０分～１２時３０分
場所／大隈記念館
問い合わせ／大隈記念館　�２３・２８９１
　　　　　　本庁　観光・文化課
　　　　　　　　　　　　�４０・７１１２

日14

筑後川下流「三館めぐり」
【２０日】１３時～１５時３０分
【２１日】１４時３０分～１７時
集合場所／（２０日）大川観光桟橋
　　　　　（２１日）諸富港浮桟橋
参加料／１名５００円
問い合わせ／マリンプラザKIHARA
　　　　　　�０９４４・８７・０６０３

土
・
日

20
・
21

第３回まちから始まる音楽フェスタ
「まちおん」開催
時間／１１時～
場所／佐嘉神社をメインステージに、街
なか１２カ所を予定
入場料／無料
問い合わせ／まちから始まる音楽フェス
　　　　　　タ実行委員会
　　　　　　�２４・５１５５

日21

２００６筑後川昇開橋スタンプラリー
時間／スタート受付
　　　　９時３０分～１０時３０分
　　　ゴール受付
　　　　１２時３０分～１３時
場所／受付、スタート、ゴールともに
　　　中の島公園（佐賀市諸富町大中島）
参加料／無料
問い合わせ／�筑後川昇開橋観光財団
　　　　　　�０９４４・８７・９９１９
　　　　　　佐賀市諸富支所
　　　　　　産業振興課　�４７・４９０６

日21

消費者月間・消費者の日記念講演会
「先人の知恵に学ぶ・地域力の再生」
講師／福岡　博氏（佐野常民記念館館長）
時間／１０時３０分～１２時３０分
場所／アイ・スクエアビル５階　大会議室
問い合わせ／本庁　市民活動推進課
　　　　　　消費生活係　�４０・７０８６

水24

�損害保険ジャパン
コールセンターオープン記念事業
市民のための環境公開講座
テーマ「山と海と温暖化と私たちの生活」
時間／１３時３０分～１６時
場所／アバンセ
参加料／無料
明治大学教授北野大氏による基調講演の
他、４名の多彩なパネリストによるパネル
ディスカッションも開催します!!
問い合わせ／シンポジウム事務局
　　　　　　（さが環境推進センター）
　　　　　　�４５・８００５

日28

問い合わせ　（財）佐賀市文化振興財団（佐賀市文化会館） 32・3000 
　　　　　　 

 

日時　7月29日（土）開演18:00     
会場　佐賀市民会館ホール 
　　　（佐賀市水ヶ江1-2-20）     
料金　全席指定　6,600円 
発売開始日　5月20日（土） 
　　　　　　　　　　発売開始!!

 

日時　7月6日（木） 
　　　開演18:30     
会場　佐賀市文化会館　大ホール     
料金　全席指定 

　プラハ国立歌
劇場、チェコ・
フィルのトップ
ソリストで構成
されたメンバー
が、九州では唯
一佐賀に集い、
日本ツアーのラ
ストを飾る！ 

SS席　売り切れ 
S席　10,000円 
A席　  8,000円 
B席　  6,000円 

高校生以下　  3,000円 （B席区分より） 

◎問い合わせ　徐福長寿館　　　　　 ９８・０６９６ 
　　　　　　　本庁　緑化推進課　　 ４０・７１６４ 

 
《春の薬草とドクダミ展》 
　期日：５月１６日（火）～６月１８日（日） 
　会場：徐福長寿館 
　　　　（佐賀市金立町大字金立1197-166） 

��

〒840-0801 
佐賀市駅前中央一丁目8-32 
アイ・スクエアビル 1階 
40・8222 
ホームページ　http://www1f.isquaresaga.jp/ 
情報プラザ（1階）は毎週水曜日定休日です。 

☆『はじめようインターネット！』 
便利で楽しいインターネットを体験してみませんか。 

開 催 日　5月15日（月）および5月16日（火）の2日間 
　　　　　2日間とも10:30 ～ 15:30（お昼休み１時間） 
募集対象　パソコン初心者の方で、2日間とも参加できる方 
　　　　（定員10名） 
※参加申し込みは、５月２日（火）午前１０時から、お電話
にて受け付けます。 
○参加費は無料です。 
○インターネットを体験していただくイベントであり、パソ
　コン教室ではありません。 
○先着順で、定員になり次第締め切らせていただきます。 
○参加申し込み・お問い合わせは、アイ・スクエアの下記連
　絡先に直接お尋ねください。 
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21日（日）
第３回 まちから始まる音楽フェスタ
～まちを歩けばしあわせに出会える～
開場10:30　開演11:00　終演17:00
入場方法　無料
問い合わせ　佐賀商工会議所
　　　　　　�0952-24-5155
27日（土）～28日（日）
レッツSAGA演劇大作戦MISHMASH
mission02「眠れる要塞の扉を叩け!」

佐賀県内外の10団体が出演（1日5団体）
色とりどりのショートストーリーをお贈りし
ます。

開場13:30　開演14:00　終演17:30
入場方法　全席自由　日時指定
　　　　　前売1,000円　当日1,500円
　　　　　 ２日間通しチケット 1,500円
　　　　　未就学児童 無料
問い合わせ　劇団【Ziシアター】事務局
　　　　　　�090-4772-6176（辻）
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す
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40　「みんなの幸せを求めて」をテーマに、
同和問題をはじめとするさまざまな人
権問題についての正しい理解と認識を
深めていただくための研修会を開催し
ます。
　平成18年度も、より多くの方に参加し
ていただけるように、前期（６月開講）と
後期（10月開講予定）の２期に分けて開催
します。
　日常生活の中で、身近なことを題材に
して「人権意識」を育てるような学習内
容にしていますので、多数の方のご参加
をお待ちしています。
■対　　象　市内在住の方
■期　　間　６月６日�～７月４日�の
　　　　　　毎週火曜日（計５回）
■時　　間　10時～12時
■場　　所　ほほえみ館
■受 講 料　無料
■申込締切　５月31日�
■そ の 他
　各小・中学校のPTAの方は、市PTA事務
局を通じて別途募集しています。
◎申し込み・問い合わせ
　本庁　人権・同和政策課　人権啓発係
　�40・７３６７

�������	
��
�
������
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佐賀市歴史民俗館イベント
・更紗の世界【木版和更紗と更紗布展】
時間／９時～１７時
場所／旧古賀家
問い合わせ／本庁　観光・文化課
　　　　　　�４０・７１１２
・伝統工芸【手織り佐賀錦展】
時間／９時～１７時
場所／旧福田家
問い合わせ／本庁　商工振興課
　　　　　　�４０・７１００

（
水
・
祝
）
〜
日

3
日
〜
7
日

大隈祭
時間／１０時３０分～１２時３０分
場所／大隈記念館
問い合わせ／大隈記念館　�２３・２８９１
　　　　　　本庁　観光・文化課
　　　　　　　　　　　　�４０・７１１２

日14

筑後川下流「三館めぐり」
【２０日】１３時～１５時３０分
【２１日】１４時３０分～１７時
集合場所／（２０日）大川観光桟橋
　　　　　（２１日）諸富港浮桟橋
参加料／１名５００円
問い合わせ／マリンプラザKIHARA
　　　　　　�０９４４・８７・０６０３

土
・
日

20
・
21

第３回まちから始まる音楽フェスタ
「まちおん」開催
時間／１１時～
場所／佐嘉神社をメインステージに、街
なか１２カ所を予定
入場料／無料
問い合わせ／まちから始まる音楽フェス
　　　　　　タ実行委員会
　　　　　　�２４・５１５５

日21

２００６筑後川昇開橋スタンプラリー
時間／スタート受付
　　　　９時３０分～１０時３０分
　　　ゴール受付
　　　　１２時３０分～１３時
場所／受付、スタート、ゴールともに
　　　中の島公園（佐賀市諸富町大中島）
参加料／無料
問い合わせ／�筑後川昇開橋観光財団
　　　　　　�０９４４・８７・９９１９
　　　　　　佐賀市諸富支所
　　　　　　産業振興課　�４７・４９０６

日21

消費者月間・消費者の日記念講演会
「先人の知恵に学ぶ・地域力の再生」
講師／福岡　博氏（佐野常民記念館館長）
時間／１０時３０分～１２時３０分
場所／アイ・スクエアビル５階　大会議室
問い合わせ／本庁　市民活動推進課
　　　　　　消費生活係　�４０・７０８６

水24

�損害保険ジャパン
コールセンターオープン記念事業
市民のための環境公開講座
テーマ「山と海と温暖化と私たちの生活」
時間／１３時３０分～１６時
場所／アバンセ
参加料／無料
明治大学教授北野大氏による基調講演の
他、４名の多彩なパネリストによるパネル
ディスカッションも開催します!!
問い合わせ／シンポジウム事務局
　　　　　　（さが環境推進センター）
　　　　　　�４５・８００５

日28

問い合わせ　（財）佐賀市文化振興財団（佐賀市文化会館） 32・3000 
　　　　　　 

 

日時　7月29日（土）開演18:00     
会場　佐賀市民会館ホール 
　　　（佐賀市水ヶ江1-2-20）     
料金　全席指定　6,600円 
発売開始日　5月20日（土） 
　　　　　　　　　　発売開始!!

 

日時　7月6日（木） 
　　　開演18:30     
会場　佐賀市文化会館　大ホール     
料金　全席指定 

　プラハ国立歌
劇場、チェコ・
フィルのトップ
ソリストで構成
されたメンバー
が、九州では唯
一佐賀に集い、
日本ツアーのラ
ストを飾る！ 

SS席　売り切れ 
S席　10,000円 
A席　  8,000円 
B席　  6,000円 

高校生以下　  3,000円 （B席区分より） 

◎問い合わせ　徐福長寿館　　　　　 ９８・０６９６ 
　　　　　　　本庁　緑化推進課　　 ４０・７１６４ 

 
《春の薬草とドクダミ展》 
　期日：５月１６日（火）～６月１８日（日） 
　会場：徐福長寿館 
　　　　（佐賀市金立町大字金立1197-166） 

��

〒840-0801 
佐賀市駅前中央一丁目8-32 
アイ・スクエアビル 1階 
40・8222 
ホームページ　http://www1f.isquaresaga.jp/ 
情報プラザ（1階）は毎週水曜日定休日です。 

☆『はじめようインターネット！』 
便利で楽しいインターネットを体験してみませんか。 

開 催 日　5月15日（月）および5月16日（火）の2日間 
　　　　　2日間とも10:30 ～ 15:30（お昼休み１時間） 
募集対象　パソコン初心者の方で、2日間とも参加できる方 
　　　　（定員10名） 
※参加申し込みは、５月２日（火）午前１０時から、お電話
にて受け付けます。 
○参加費は無料です。 
○インターネットを体験していただくイベントであり、パソ
　コン教室ではありません。 
○先着順で、定員になり次第締め切らせていただきます。 
○参加申し込み・お問い合わせは、アイ・スクエアの下記連
　絡先に直接お尋ねください。 

　

西
与
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
毎
週
土
曜
日　

時
か
ら　

時

２０

２２

ま
で
天
体
観
望
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

☆
５
月
６
日
�：

月
（
月
齢
8
・

7
・
月
南
部
の
高
地
、
ク
ラ
ビ
ウ

ス
、
テ
イ
コ
ク
レ
ー
タ
ー
な
ど
）、

土
星
、
木
星

☆
５
月　

日
�：

月
（
月
齢　

・

１３

15

7
・
満
月
）、
土
星
、
木
星

☆
５
月　

日
�：

春
の
大
三
角
、

２０

春
の
星
雲
星
団
、
土
星
、
木
星

☆
５
月　

日
�：

春
の
大
曲
線
、

２７

う
し
か
い
座
探
訪
、
土
星
、
木
星
、

※
５
月
の
天
文
現
象

・
上
弦
の
月
５
日
（　

時　

分
）、

14

13

満
月　

日
（　

時　

分
）、
下
弦
の

１３

15

51

月　

日
（　

時　

分
）、
新
月　

日

２０

18

21

２７

（　

時　

分
）
で
す
。

14

48

・
ハ
レ
ー
彗
星
を
母
彗
星
と
す
る

み
ず
が
め
座
η
流
星
群
が
極
大
に

な
り
ま
す
。極
大
は
６
日
午
後
３
時

頃
と
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、観

測
は
５
日
〜
７
日
の
明
け
方
、月
が

沈
ん
で
か
ら
が
良
い
で
し
ょ
う
。

・
シ
ュ
ワ
ス
マ
ン
・
ワ
ハ
マ
ン
第
３

彗
星
が
明
る
く
、観
測
の
絶
好
機
で

す
。月
の
影
響
が
少
な
い
５
月
連
休

�
�
�
�
�

�������	
��
���
（エスプラッツホール）

21日（日）
第３回 まちから始まる音楽フェスタ
～まちを歩けばしあわせに出会える～
開場10:30　開演11:00　終演17:00
入場方法　無料
問い合わせ　佐賀商工会議所
　　　　　　�0952-24-5155
27日（土）～28日（日）
レッツSAGA演劇大作戦MISHMASH
mission02「眠れる要塞の扉を叩け!」

佐賀県内外の10団体が出演（1日5団体）
色とりどりのショートストーリーをお贈りし
ます。

開場13:30　開演14:00　終演17:30
入場方法　全席自由　日時指定
　　　　　前売1,000円　当日1,500円
　　　　　 ２日間通しチケット 1,500円
　　　　　未就学児童 無料
問い合わせ　劇団【Ziシアター】事務局
　　　　　　�090-4772-6176（辻）
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40　「みんなの幸せを求めて」をテーマに、
同和問題をはじめとするさまざまな人
権問題についての正しい理解と認識を
深めていただくための研修会を開催し
ます。
　平成18年度も、より多くの方に参加し
ていただけるように、前期（６月開講）と
後期（10月開講予定）の２期に分けて開催
します。
　日常生活の中で、身近なことを題材に
して「人権意識」を育てるような学習内
容にしていますので、多数の方のご参加
をお待ちしています。
■対　　象　市内在住の方
■期　　間　６月６日�～７月４日�の
　　　　　　毎週火曜日（計５回）
■時　　間　10時～12時
■場　　所　ほほえみ館
■受 講 料　無料
■申込締切　５月31日�
■そ の 他
　各小・中学校のPTAの方は、市PTA事務
局を通じて別途募集しています。
◎申し込み・問い合わせ
　本庁　人権・同和政策課　人権啓発係
　�40・７３６７
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毎
年
、
図
書
館
特
別
整
理
を
６

月
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の

入
れ
替
え
に
伴
い
、
９
月
に
行
い

ま
す
。
６
月
１
日
�
か
ら
７
日
�

は
通
常
ど
お
り
の
開
館
と
な
り
ま

す
。

�
�
�
�
�
�
�
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市
立
図
書
館
・
大
和
館
・
諸
富
館

は
５
月
３
日
�
憲
法
記
念
日
、４

日
�
国
民
の
休
日
、５
日
�
子
ど

も
の
日
も　

時
か
ら　

時
ま
で
開

10

17

館
し
ま
す
。

※
た
だ
し
開
成
・
金
立
・
鍋
島
・
高

木
瀬
・
本
庄
分
室
は
３
〜
５
日
は

休
室
し
ま
す
。
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※　　　は月に２回巡回します。
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昨
年　

月
の
合
併
に
伴
い
、
佐

10

賀
市
立
図
書
館
・
旧
大
和
町
民
図

書
館
・
旧
諸
富
町
図
書
館
の
利
用

規
定
の
統
一
と
、
資
料
の
適
切
な

利
用
の
た
め
、
貸
出
冊
数
を
下
表

の
よ
う
に
変
更
し
ま
す
。

　

新
し
い
利
用
規
定
は
６
月
１
日

か
ら
適
用
予
定
で
す
。
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例
え
ば
何
カ
月
か
か
け
て
計
画

し
た
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、準
備
を

し
て
、材
料
も
そ
ろ
い
、イ
ベ
ン
ト

の
広
告
も
一
生
懸
命
や
っ
た
。何

人
か
の
申
し
込
み
が
あ
り
、そ
の

当
日
、会
場
ま
で
行
っ
た
ら
参
加

者
が
そ
の
日
に
な
っ
て
キ
ャ
ン
セ

ル
す
る
。

　

国
際
交
流
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
は
残
念
な
が
ら
こ
ん
な
経
験

が
よ
く
あ
る
。皆
さ
ん
忙
し
い
し
、

時
間
を
と
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
す
る
の
も
大
変
だ
ろ
う
け
ど
、

主
催
者
に
は
重
い
負
担
も
か
か
る
。

　

最
近
日
本
人
が
国
際
的
な
イ
ベ

ン
ト
の
経
験
を
話
し
て
い
た
。こ

の
人
は「
来
な
か
っ
た
参
加
者
が

何
人
か
い
て
困
り
ま
し
た
。名
簿

み
た
ら
、や
っ
ぱ
り
国
籍
が
ア
メ

リ
カ
。道
理
で
、と
思
っ
た
。ア
メ

リ
カ
人
は
み
ん
な
怠
け
て
る
も
ん

ね
。」

ソニア・コルバ 
アメリカ・ニューヨーク出身。 
平成17年7月25日付けで佐賀市 
国際交流員となる。 

　

そ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
言
葉

も
な
か
っ
た
。ア
メ
リ
カ
人
は
み

ん
な
怠
け
者
と
聞
く
と
も
ち
ろ
ん

腹
が
立
つ
け
ど
、他
の
国
の
人
の

こ
と
を
一
般
的
に
言
う
の
が
い
け

な
い
と
思
う
。何
で
そ
ん
な
印
象

を
持
っ
て
い
る
の
か
し
ら
と
不
思

議
に
思
っ
た
。こ
の
人
は
ア
メ
リ

カ
で
留
学
し
た
経
験
も
あ
っ
た
し
、

ア
メ
リ
カ
人
と
の
個
人
的
な
出
会

い
で
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
あ

が
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。し
か
し

「
ア
メ
リ
カ
人
は
こ
う
で
す
よ

ね
？
」と
言
わ
れ
て
も
困
る
。

　

日
本
人
は
よ
く
ア
メ
リ
カ
人
は

「
個
人
性
が
強
い
」と
か
思
っ
て
い

る
。ア
メ
リ
カ
人
は
日
本
人
の
こ

と
を
ど
う
思
う
？「
熱
心
」「
働
き

も
の
」い
ろ
い
ろ
あ
る
。悪
い
こ
と

で
は
な
い
よ
う
に
聞
こ
え
る
か
も

し
れ
な
い
が
、「
き
ま
り
文
句
」は

考
え
方
を
狭
く
す
る
。ほ
め
こ
と

ば
の
つ
も
り
で
言
っ
て
い
て
も
ア

メ
リ
カ
人
は
み
ん
な「
個
人
主
義

者
」と
思
っ
て
い
る
と
、ア
メ
リ
カ

人
に
出
会
う
と
い
つ
も
そ
ん
な
ふ

う
に
見
て
し
ま
う
。

　

人
は
色
々
で
す
。外
国
人
と
出

会
っ
て
、も
ち
ろ
ん
自
分
の
印
象

は
大
事
で
す
が
、「
―
―
国
の
人
は

こ
う
な
の
よ
」と
い
う
前
に
一
息

つ
い
て
み
た
ら
ど
う
で
す
か
？

「
一
息
つ
い
て
み
た
ら
？
」
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・違う画面の番号（７つ）をお答えください。　 
・応募は、５月１２日（金）（当日消印有効）ま
でに、はがきに解答、住所、氏名、年齢、職業、
ご意見・ご感想を書いて、　 
　〒840-8501佐賀市役所秘書課広報係 
　　　　　　　　「まちがい探し」係へ 
・正解者の中から５名様に「大和町名尾手漉き和
紙レターセット」を、さらに１０名様に「バルー
ンバッジ３種」をプレゼントします。 
（皆様の個人情報は「まちがい探し」のページ作成以外
の目的で使用することはありません） 

１１５通の応募があり、正解者１０９名の中から
当選された次の方にプレゼントを郵送します。 
【ガラスのペン立て（バルーン）とバルーンバン
ダナ】鷲崎咲希、廣川ツルヱ、大塚圭悟、菖蒲大希、
中嶋紀代美（敬称略） 
【バルーンバッジ】田中絵里子、木塚良子、白浜
喜久子、西垣良美、岡田進、久保晶子、緒方恵美子、
芹田喜栄子、江頭一水、布上桃花（敬称略） 

前号の当選者 

プレゼントの問題 

（印刷上のにじみや、画面番号による消えなどは含みません） 

 

●
私
は
高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

に
昨
年
12
月
〜
３
月
ま
で
４
カ

月
行
き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、

良
い
先
生
や
仲
間
の
皆
様
と
の

ふ
れ
あ
い
で
、
と
て
も
す
ば
ら

し
い
、
充
実
し
た
と
き
を
過
ご

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
仲

間
の
皆
さ
ん
と
は
こ
れ
か
ら
も

連
絡
を
取
り
合
い
、
友
達
の
輪

を
広
げ
て
行
こ
う
と
思
っ
て
ま
す
。 

 

●
共
通
駐
車
券
サ
ー
ビ
ス
が
ス

タ
ー
ト
す
る
そ
う
で
す
ね
。
こ

れ
で
、
少
し
足
を
伸
ば
し
て
、

い
ろ
ん
な
お
店
を
の
ぞ
く
こ
と

が
で
き
る
の
か
な
。
便
利
な
サ

ー
ビ
ス
な
の
で
浸
透
す
れ
ば
い

い
な
と
思
い
ま
す
。 

 

●
日
頃
、
自
家
用
車
で
の
移
動

が
多
い
の
で
す
が
、
市
営
バ
ス

の
「
バ
ー
ス
デ
ー
割
引
」
や
新

1
年
生
「
無
料
体
験
パ
ス
」
等

の
取
り
組
み
を
見
て
、
バ
ス
に

乗
っ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
と
一
緒
に
の
ん
び
り
窓

の
外
の
景
色
を
楽
し
む
…
素
敵

で
す
よ
ネ
。 

●
表
紙
の
徐
福
サ
イ
ク
ル
ロ
ー

ド
の
写
真
を
見
て
行
っ
て
き
ま

し
た
。
ち
ょ
っ
と
す
ぎ
て
い
て
、

風
が
吹
く
た
び
サ
ラ
サ
ラ
っ
と

散
っ
て
い
く
の
も
き
れ
い
で
し

た
よ
。
散
歩
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ

に
来
て
い
る
人
た
ち
も
気
軽
に

声
を
か
け
ら
れ
、
心
地
よ
い
と

こ
ろ
で
し
た
。 

●
ひ
な
ま
つ
り
恵
比
須
ウ
ォ
ー

ク
に
参
加
し
ま
し
た
。
佐
賀
の

街
角
、
細
い
小
路
に
表
情
豊
か

な
顔
か
た
ち
で
鎮
座
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
今
年
は
何
か
い
い

事
が
あ
り
そ
う
な
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
し
た

い
で
す
。 

4
月
１
日
号
の
答
え 

間
違
い
の
部
分 

（係）
ご
意
見
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
ま
〜
す
。 

（
63
歳
　
男
性
） 

（
45
歳
　
女
性
） 

（
37
歳
　
女
性
） 

（
32
歳
　
女
性
） 

（
54
歳
　
女
性
） 




	01
	s5525_20060426101103
	s5525_20060426102527
	s5525_20060426102919
	s5525_20060426103518

	02
	s5525_20060426101103
	s5525_20060426102527
	s5525_20060426102919
	s5525_20060426103518


